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杉本　　トレス海峡地域の集落と住居

トレス海峡地域の集落 と住居

杉 本 尚 次*

Villages and Dwelling Houses in the Torres Strait Region

Hisatsugu  SUGIMOTO

   The Torres Strait Region, as discussed here, includes the Torres 
Strait Islands, Daru, on the southeast coast of Papua New Guinea, 
the coastline opposite Daru, and the Fly River Delta, such as Kiwai 
Island. 
   Present-day locations and types of settlements are the first 
topics surveyed in the paper. Various characteristics of present-day 

(1975-1979) dwelling houses are examined in comparison with the 
data obtained by A. C. Haddon and his Cambridge Anthropolog-
ical Expedition (late 19th century) in order to elucidate stylistic 
changes. High-elevated houses, Round houses, and Longhouses 
are compared with those in Southeast Asia and Oceania (parti-
cularly Melanesia), focusing on geographical distributions.
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1.は じ め に

昭和50年度および昭和54年度文部省科学研究補助金による共同調査 「西南太平洋島

*国 立民族学博物館第4研 究部
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喚部(ト レス海峡)の 漁労民の地理学的 ・民族学的研究」(第1次 および第3次 調査)

に参加する機会を得た。

　この調査はアジア大陸と太平洋諸島の接触地域における島嗅民の伝統的漁労文化,

漁民社会の研究を通 じて,接 触地域のもつ文化伝播上の役割を明らかにし,加 えて当

地域の文化変容の過程を明らかにしようとしている。

　第1次 調査に関しては,ハ モンド島[杉 本　1978:95-113],木 曜島[杉 本　1977:

1-19]に ついて報告 した。第2次 調査は1977年 に実施されたが,筆 者は民博開館のた

め参加 しなかった。

　第3次 調査ではスー島およびパプア ・ニューギニア側のダルー島を中心に調査を進

めた。全隊員の調査地域は,ト レス海峡諸島の住民の居住する島についてはスティー

ブン島を除いて全島におよび,パ プア ・ニューギニア側のダルーをはじめ数村落につ

いても分担調査が進められた。

　まとめの方向としては,分 担地域の地誌作成と項目別による研究の総括が行われた。

筆者は集落と住居を分担 したのである。

　本研究で対象とする トレス海峡地域は,ト レス海峡諸島(オ ース トラリアのクイン

図1　 ト レ ス 海 峡 調 査 地 域 全 図
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ズランド州に属する)と,パ プア ・ニューギニア南西岸のダルーおよび対岸地域,キ

ワイ島などフライ川デルタ地帯をふくんでいる。

　まず現在の集落立地と集落の形態を概観する。集落の重要な構成要素である住居に

ついては,19世 紀末のA.C.　 Haddon調 査隊の資料と比較 しつつ,ト レス海峡諸島

の住居を展望する。ついで現在の トレス海峡地域における住居の諸特色を構成要素別

に考察し,住 居様式の変化を追跡する。 トレス海峡地域内での比較を行 うと共に,構

成要素の2,3に ついては,そ の分布を軸にして,東 南アジァ,オ セアニァ(と くに

メラネシァ)地 域との比較を試みる。

2.　 トレス海峡地域の集落立地 と集落形態

2・1　 トレス海 峡諸 島

　 トレス海峡諸島の大半の島の村落地区については,調 査隊員の分担で簡易測量によ

る1000分 ノ1地 図を作成 している。いくつかの島については詳細な航空写真が完成 し

ており,集 落立地や集落形態,屋 敷内家屋建物配置などの考察に利用できた。

　オース トラリア大陸北端ケープヨーク半島とパプア ・ニューギニア南西岸との間に

散在する トレス海峡諸島の集落は,人 口規模 も30～400人 と幅があるが,100～200人

の集落が多 く,一一般に小規模な集落が多い。

　西部諸島のうち,南 部に位置するプリンス ・オヴ ・ウェールズ島は新しい集落だが

北部海岸に列状村をなす。木曜島の場合,ト レス海峡諸島の行政 ・経済の中心でもあ

り,白 人主導型の島である。ポー トケネディから丘陵性山地にかけて市街地を形成 し

写真1　 トレス海峡諸島の行政 ・経済の中心(木 曜島市街地)
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写真2　 木　曜　島　タ　モ　イ　集　落

ている。新村落タモイは トレス海峡諸島民を集めた計画的村落で,一 種の疎集村形態

をとっている。

　ハモンド島はカ トリック聖心派による教会主導型の村づ くりである　(1928年)。 集

落は島の南東部に位置し,海 岸部と,や や内陸部の2地 区にわかれた疎集村である。

小丘の上に石積みの教会があり,神 父館,集 会所,旧 小学校舎,バ スケットコー トな

どが集まって美 しく整備され,島民の生活の中心となっている[杉 本　1978:95-113]。

　バ ドゥとモアの2島 は山岳島で海峡諸島の中でも面積が大きい。

　モア島のセントポールは1917年 に英国国教会によってつ くられた村であり,列 状村

の形態をとっている。 クビンはモア島南端部 の台地上に立地し,や や疎らな集村状

(疎集村)を な している。

　マビオグ島は150m余 の高い丘を頂点とする丘陵性の島で,集 落は1920年代に計

画的に島内各地か ら集め られた。東部海岸の北半部,丘 陵前面の砂堆上に立地 し,細

長い列状村を呈している。

　北西部諸島のサイバイ島は,島 の中央部に広い低湿地があり,低 平な沖積島である。

集落は19世紀末に宣教師の指導で島の北西部の現位置に集められた。低湿地(1・2～1・3

m)と 海 との間の細長い微高地(2.0～2・6m)に 一線上に立地している。 この海岸の

狭長な微高地 は3カ 所でL5m前 後の低地がある。 潟を形成する砂州的な地形上に

集落が立地している。

　 ボイグ島も低湿地が多く,集 落は北岸の3.6～4.Omの 微高地に立地 している・疎

集村形態だが,や や烈状村に近い形態である。 ダウアン島は最高29ρmの 古い火山

島で,か なり急斜面が海に迫 っている。集落は北東海岸の10m以 下の狭長な場所に
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図2　 ス　ー　島　全 図

道路沿いに列村状の形態をとっている。

　中部諸島のヨーク島は整然とした疎集村形態である。ヤム島は古い火山島だが,西

部の小平地に集落が立地 し,疎 集村形態である。

　ココナツ島はサンゴ礁の細長い島で,南 側に8.0～10.Omの 微高地が連なってい

る(小 浜堤)。集落は島の北西部に立地 し,疎 集村状だが,や や列状に近いタイプで

ある。

　スー島は周囲3.3kmの 楕円形のサンゴ礁島である。

　村落は島の東部,標 高4～5mの 平坦地に立地 している。1956年 に作った新 しい

村で,主 要部は5m幅 の道路によって整然と区画されているが,道 路区画の東側に

も民家があり,こ の部分は僅かに高くなっている(6m)。 村落の北側の海岸近 くには,

写真3　 ス丁島の集落(5m幅 の道路を中心とした整然とした村づくり)
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ココヤ シの葉で編んだ壁面を もつ伝統的様式を残 した教会(英 国国教会),冷 凍庫,

通信 所,診 療所があ り,少 し村か ら離れた海岸に亀 の養殖場があ る。北寄 りの1区 画

には公会堂,六 天水 タ ンク2基,倉 庫兼車庫,役 場,1・1・B(Island　 Industries　Board)

の ス ー島支店が集 ま ってい る。小学校 と幼稚園 は村落 の南寄 りにあ り,村 長宅 は南端

に位置 している。

　井戸 は村落のほぼ中央部 に2カ 所あ り,揚 水 タ ンクが村落景観 に特色を加える。天

水 のみ にたよる ココナッ島 に比べて飲料水 には恵 まれてい るが,洗 濯その他は天水を

図3　 ス ー 島 村 ・落 図
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利用 して いる。島の中央部滑走路脇 と南端近 くに小凹所が あるが,そ の中に旧井戸 が

ふ くまれている。

　村 落の東 ・南側 は微高地(最 高8.4m)で,低 い樹林 が続 き,強 い南東 貿易風 を防

いでいる。道路 に沿 って小石が整然 と並べ られ,各 屋敷 もよ く整頓 してあ る。道 路に

よる区画 内には各屋敷が あり,道 路区画の外側に も屋 敷地 があ るが,屋 敷の境界 は コ

コヤ シやアーモ ン ド,ワ ンガ イ(野 生 のスモモ)な どの樹 木の見通 し線を用いてい る

ものが多 い。

　各屋敷 には主屋 と炊事棟,水 浴場,洗 濯場,倉 庫,便 所,天 水 タ ンクな どがセ ッ ト

にな ってい る例 が多 い。雨季 には屋 敷内に も甘藷 などを栽培す る家が ある。集落形態

は疎集村であ る。

　 村落の西側はブ ッシュだが,北 西側 は微高地(6m)と な り,役 場や公会堂か ら空港

へ の道路が通 じてい る。

　東 部諸島は,ス ティーブ ン,ダ ー ンリィ,マ リーの3火 山島に集落がある。

ステ ィーブン島は戸数 も少 な く,集 落は20～25mの 台地 上に立地 し,ほ ぽ道路 に沿

って配 置されてい る。

　 ダ ー ンリィ島の集落は,南 岸に1～8戸 か らなる9集 落が散在 し,小 村状(Hamlets,

Weiler)を な している。どの集落 もココヤシとマ ンゴーの繁 る海岸の小平地 に立地 し

て いる。

　 マ リー島の集落 は,A.　 C.　Haddonの 調 査時には22の 村 が基礎的単位で,い くつ か

の村が集 ま って8つ の地区を形成 して いた。現在で も1村 ではな く,小 村状を呈 して

い る。

　 トレス海峡諸島 の伝統的な集落形態 はクランを単位 とする小村分散的 であ ったが,

キ リス ト教 の伝来,布 教 によ って,集 落の再編成,整 備が行 われ,現 在で は,東 部

諸 島を除 いた島々で集住一村 化(形 態は疎集村 ・列村状)が 進んでいる。　この キ リ

ス ト教 の伝来 に ともな う集落の変化や,伝 統文化 とキ リス ト教 とのかかわ りにつ いて

は,大 島,橋 本論文に詳 しく展開 されてい る[大 島　 1980:ll3-136;橋 本 　 1979:

1-8]。

　 なお,東 部 諸島が小村状の まま現在に至 っている要 因と して,次 の ような ことが考

え られ る。

　 東部諸島で は,19世 紀 後半 にはクラン社会が ローカライズ され,定 着性を高 めてい

たこと(ク ラン的社 会意識の残存)が,集 村 化の障害とな った。他 の島 々では集 落の

定着性や クランの ローカル性 の弱か った ことが集村 化を容 易に した のであ ろう。さ ら
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図4ダ ル ー 島 土 地 利 用 図

に居住のための自然条件や,東 部諸島が他の島々に比べて農業が盛んであり,定 着的

な石干見漁が行われたことなども一因と考えられる[橋 本　1979:1--18]。

　 2・2　 パ プ ァ ・ニ ュー ギ ニ ア 南 西 岸

　パプア ・ニ ューギニア南西岸のダル ーお よび対岸か ら,キ ワイ島などフライ川デル

タ地帯 は,低 平な沖積地形 が多 く,ダ ル ー島か ら見 たパ プア ・ニ ューギニア南西岸 は

び っしり繁茂 した濃緑の樹林 が続 いて いる単調な景観で ある。

写真4　 ダルー島と突堤,背 後に低平なパプア ・ニューギニア南西岸がみえる。

　　　 (手前はタタクとよぶカヌー)
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写真5　 ダ ル ー の ネ イ テ ィ ヴ マ ー ケ ッ ト

　 ダルーは,パ プ ア ・ニ ューギニア西部州の首都 である。ダル ー島北寄 りの海岸か ら

内陸部 の微高地 にか けて市街地 になって いる。官庁街,ネ イテ ィヴマーケ ッ ト,バ ー

ンズ ・フィリップな ど商店,ホ テ ル,病 院,放 送局,教 会,高 校,刑 務所。空港 には

首都 ポー トモ レスビーを結ぶエア ・ニューギニ とローカル ライ ンのタル ・エアのオフ

ィスがあ り地域 中心的な諸施設が集 ま って いる。

　 とくにネイテ ィヴマ ーケ ットには,サ ゴ澱 粉,パ パイア,バ ナナ,タ ロイモなどが

対岸の村 々や フライ川流域の村 々か らカヌーで運び こまれ,活 況 を呈 してい る。

　 ダルーの市街地 は整然 とした区画で,樹 冠 のみ ごとな並木道 が美 しい。屋敷 内の建

物配 置は比較的 ゆ った りしてい る。方形の屋敷地 に対 して斜 めに家屋を配置 した もの

もあ る。住宅 は洋風熱帯住宅が多い。

　 新 しい住宅地区 は警察官官舎 や教員住宅な ど画一的な建物 が多 い。最近では政府 に

よる新住宅 が少 しずつだが建 ちは じめて いる。

　 ダル ー市街地 と新住宅区とに接 した外側 は,ニ ッパヤ シぶきの高床住居が多 くな り,

景観 が一変す る。

　 ダルー島対岸やキ ワイなど フライ川河 口のデル タの島 々,フ ライ川畔 の村 々か ら来

住 した人 々が,出 身地別に コナ(Kona,　 Corner)と よ ばれ るブ ロックや,広 場を囲ん

だ形態 の集村を形成 してい る。

　 (A)初 期 に来住 しコナを形成 した村 は,対 岸のマバダウア ン(マ ワタを含む),ツ

レツ レ,カ タタ イ(カ ダワを含む)や,パ ラマ島No.1～No,3,キ ワ イ島のサマ リ

などである。比較的広 い面積 を占めて おり,と くに ッレツレ ・コナは広域で戸数 も多

畠
い。 マバダウア ンやパ ラマNo.1の よ うに 市街地 に接 して 街区を形成 してい るもの
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ダルーに コナ を形成 してい る村

ガヌーの コー ス(セペ→ ダルー)

ロングハ ウスの残 って いる集落(ゴ ゴダ ラ地 方)

図5　 ダ ル ー ・コ ナ の 本 村 分 布 図

もある。

　 (B)　 キ ワイ島のイアサ(No.1,　 No・2),イ ピシア(No・1,No・2),オ ロモサプオ,

セ ペ。 フライ川畔のセヴ ェ リマブの村 々がAグ ループに比べれば戸数 は少ないが,各

々コナを形成 してい る。

　 (C)比 較 的新 しい来住村 はキワイ島東岸のオ ロモサプオ,ア ゴバ ロ,サ ガ シア,

ワパ ウラ,ウ ウオ と,フ ライ川 畔のバ ラムラ,テ ィ リオのグル ープで,ひ とつの広場

を囲んで大 きな広場型集落 を形成 して いる。 ビナ トゥ リ川 沿いの 内陸部に位置す るボ

ゼ が5戸 で小広場型集村,ド ロゴ リは2戸 で小 ブロックをなす。
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図6　 ダ ル ー ・コ ナ の 主 要 部

　 (D>空 港 の南側 にはデ ィビ リ川河 口付近やデルタ島にあ るビナ1・2,オ ロバ イ,

シサ ミ,ワ リオ,テ ィレレ,マ イパニなどの村 々か ら来住 した約50戸 によってひ とつ

の広場(2つ の広場 がほぼ連続 した形態)を 囲んで広場型集村 バムー ・コナを形成 し

て いる。

　 (E)そ の 他 クバ イ,マ ラガ,ウ ェデ レヒ'アモ,ア イビニオ,ダ マラ,ク ニニか ら

の来住者 もあるが,戸 数 も少 な く,ま とま らた集落を形成 していない。

　一般に新 し く形成 され たコナほど立地 も海岸や マ ングローブ湿地林 に近 く,悪 環境

とな る。飲料水 も古 いコナの井戸 に依存す るところ もある。

　 キワイ島北端に位置す るセペを本村 とす るセペ ・コナは,広 場.(ボ ボ ーbob60)を

囲 んで家屋 がほぽ南北方 向に配 置されてい る。本村 の集落形態 はセペ ・コナと同 じ広

場を囲む集村 であ り,そ の広場 は集会や踊 りなどに利用 して いる。

　広場の名称 は,パ プァ ・ニ ューギニア南 西岸 のマ ワタや カタタイ,フ ライ川畔 のセ

ヴェ リマ ブで は,ス グ(sugu),少 し内陸に位置す るボゼで はプ プ(pupu)と よ んで い

る。

　 セペ ・コナの場合,1956-1957年 頃,本 村か ら最初の移住が行 われ,1965年 に は14

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11.
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写真6広 場 を 囲 む オ ロ モ サ プ オ ・コナ

家族 が移住 していた。そのうち現在残 っているの は3家 族のみで,他 は本村へ帰 った

り,首 都 ポー トモ レス ビー一一へ移動 した りしてい る。現在22家 族であ り,1棟(1家 屋)

に2家 族以上で居住す るものが3例 ある。

　現在 のセペ ・コナの居住者で,1970年 以 降 に来住 した家族が12も あ り,コ ナは実 に

めま ぐる しく変動 している。賃金労働の機会 の多 いダル ーに来たが,一 般 に生活 は貧

しく,チ ャ ンスがあれば首都 その他へ再移住す るので ある。 コナ は,居 住者 にとって

は,一 時的な仮の村 なのであろ う。

　耕地 はコナの近 くに僅 かと,空 港近 くを開墾 し,マ ニオ ク,バ ナナ,タ ロイモ,さ

とうきびな どを作 って生活 の足 しにしてい る。

　 キワイ島のセペか らダルーまで カヌーで往来す るが,凪 で2日 間,海 が荒れ ると3

～4日 かか る。途中沿岸 の村か
,畑 小屋 などに寝泊 りす る。本村 とコナとは密接 に結

びつ いて いるが,頻 繁 に往来す ることはで きない。

　 キワイ島のセペ(本 村)に は,ク ランが約20あ るとい う。セペ ・コナにはその中 の

Dudumabu(葦),Duwape(サ ゴ ヤシ),Mipari(毒 のあ る実をつけ る木),Gagaripasa

(竹 の 葉),Sokomabu(ニ ッパ ヤシ)の5ク ランがあ る。セペ ・コナの家屋配置を み

ると,比 較的同一 クランの家が接近 してい る傾 向が ある。

　ダル ー対岸にあたるパ プア ・ニ ューギニア南西岸の村落マ ワタ は,ビ ナ トゥリ川河

口のマ ングローブ林をぬけた150m余 の ところに立地 してい る。 海岸 の侵食 によ っ

て移動 した らしい。　 コ リオ ・スグ(korio　 sugu)と よぶ方形の広場を囲んで高床式 の

家屋 が並んで いる(広 場型集村)。

　 内陸のマ シガ ラや ドラゲ リもほぼ同 じ形態 だが,集 落全体 の整備状況はマワタよ り

12
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図7セ ペ ・ コ ナ 村 落 図

進んでいる。

　 マワタ村 に は6つ のクラ ンがあ り,現 在 で も村 落生活 に 重要 な役割 を もって いる

[松本　 1980:133-183]。

　 パラマ島で は,集 落立地 が島の東岸 のご く限 られた範 囲で ある。集落 は現在 で もク

ランごとの住 みわ けがみ ごとであ り,1本 の道路に沿 って街村状 の集落形態を な して

い る[大 島　 1980:113-136;1982:43--63]。

　 キ リス ト教の布教に よって集落の再編成が進み,ク ラン社会 の変質 した トレス海峡

諸 島とは,か なり異な ってい る。

13
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　なお,ダ ル ーのパ ラマ ・コナでは,ク ランごとのセグ リゲー トは崩れて いる。

　メラネシアの村落では,こ れを構成す る親族集 団の性格 によって集落形態 と密接に

関連 している[石 川　 1970:27-39】 。

　ダルーの各 コナの本村 は,そ の村落 の新 旧な どに よって差異 もあ るが,一 般 にクラ

ンと密着 した家屋配 置を もつ広場型集村形態が多 い。

　ダルーの各 コナには,本 村の村落 意識 が もちこまれている。広場を囲む集村形態 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゼ

本村と類似 しているものが多いが,親 族集団と集落形態との関連は,各 コナによって

濃淡はあるが,本 村に比べて稀薄化 しているものが多いようである。

3.　 トレス海峡諸 島の伝統 的住居

3・1　 バ ッ ドン調 査隊 の報告 を中心 に

　 トレス海峡諸 島の住居 に関す る研究は少 ない。 トレス海峡のパ プア ・ニ ューギニア

側をみ ると,山 地地域 の調査研究はかな り集積 されて いるが,一 般 に海岸部の資料は

ごく限 られて いる。

　A.C.　 Haddonを 中 心 としたケ ンブ リッジ大学学 術調査隊 の トレス海峡地域 の研究

は,大 規模な実地 調査 の先が けとして知 られている。住居に関 して は,6巻 の研究 報

告 の うち,第4巻 の1章 と して とりあげている。HaddonとA,　 Wilkinが 住 居を分担

し,探 険家などの見 聞による資料 を用いて不足分を補 っている[WiLKIN　 and　HADDoN

l912:19-93]o

　 この調査 は19世 紀の終末期 に行われて いるか ら,主 と して約80年 前 の状況を知 るこ

とができる。

　 トレス海峡諸島については,西 部諸島 と東 部諸 島に分 け,西 部諸島 について は,南

部 ・中部 ・北部 に区分 して住居の特色 を示 してい る。東部諸 島につ いて は,過 去 にか

な り優 占的 であ った と考え られ る円形住居(現 在消滅)を とりあげて いるのは貴重 で

ある。 さらに トレス海峡の近代的住居 に関す る記述が注 目をひ く。 当時新 しいタイプ

と してsouth　 sea(ポ リネ シア,メ ラネシア)か らの外来者 によって導入 され た住居

型がみ られ,こ れが ほとん ど古い型 と根本的 に異な っていることを指摘 してい る。 パ

プア ・ニ ューギニア南西岸の住居や,フ ライ川河 口地域(と くにキワイ島)の ロング

ハウスについて も詳 しく報告 してい る。

　 Haddon隊 の 報告以外 にG.　 Landtmanが 行 ったキ ワイ島の民族誌の中に ロング

ハ ウスの建築 と呪術 に関す る詳細 な報告が ある[LANDTMAN　 1927:4-22]。

14
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　以下本章 ではHaddon隊 の 住居に関す る報告 の中か ら トレス海峡諸島の住居の諸

特色を とりあげる。

　西部諸島の南部のプ リンス ・オブ ・ウェールズ島では,① 単純 な長方形 の2方 か3

方 を細 い柱か極 で囲み,テ ィtieの 木[ubu](Melaleuca　 leucadendron)の 樹 皮を用

いた屋根を もつ地 床住居,②2～3フ ィー トの高床で,先 が分岐 した柱が棟木 を支 え

る簡単 な屋根を もつ民家の2タ イプが古 い型であ り,Haddonは そ の スケ ッチ を残

している。 トレス海峡西部諸島では,南 部か ら北部へ行 くほど明 らか に住居 の質 が向

上 して いると して いるが,北 ク インズラ ンド民族誌の著者W.E・Rothの 説[ROTH

l910:55-66】 を 引用す るなど,こ れ はオ ー一一ス トラ リア大陸北部 クィンズ ラン ドのア

ボ リジンの簡素 な円形住居 との比較の上か らの解釈 と思われる。

　 西部諸 島中部 と して は,ヤ ム,ナ ギール,ツ ツ,ス ー,バ ドゥ島の民家を記載 して

いる。

　 ヤム島の住居 は 主に竹造 りで 屋根 は草 と テ ィの樹皮で 葺 かれて いる。 ナギール島

(現 在無住)で は骨組 は竹 で作 られ,屋 根 は長い雑草で葺 いて あ った。

　 住居は1軒 ごとに狭 いが囲 いの中に建 ち,反 対側の海岸には調理用 の小屋があ る。

火 はその中でお こされ る。

　 ツツ島(現 在無住)の 民家 は南海型(高 床)で,数 は少ないが住居 は塊状を な し,

フ ェンスで囲まれてい る。 しか し旧式(古 い型)の 民家(地 床式の小屋)も あ った。

スー(ワ ラビール)島 では,亀 獲 りに行 く時の一 時住 まいの小屋 と思 われ るものを記

して いる。バ ドゥ島に は,地 床 で切妻屋根の小屋,ニ ューギニア型の高床 の小型 の家,

大 型で造 りのしっか りした草造 り高床式の家で南海 の人 々によって建て られ住 んで い

る,3種 類 の住居 があった。

図8　 マ ビ オ グ 島 のKwodの ス ケ ッ チ

　 　 [WILKIN　 and　HADDoN　 　l　912:98]
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図9　 マ ビ オグ 島 の ヘ ッ ドハ ウ スの スケ ッチ

　 　 [WiLKiN　 and　HADDoN　 1912:98]

　 　　 国立民族学博物館研究報告　　7巻1号

　 マ ビオグ島民 の住居 もバ ドゥ島 と非

常 に類似 してい る。

　 島民の話 によ ると,マ ビオグ島で は

地 床式 の家 が古型 で,白 砂 の上 に草 と

マ ットが何 重に も敷か れて いた。屋根

の材料 は草 とテ ィの樹皮 であ った。

　 男性,と くに独身男性 はkwikwi-iutとkwodで 寝 て いた。1888年 に画かれたマ ビ

オ グ島Bauのkwodの スケ ッチがあ る。 広 い入 口が あり,平 らに近 い緩 やか な片流

れ屋根はココヤシ葉で葺 かれてい る。7.5×4.5mの 規 模で,高 さ1.8　m。　kwikwi-

iutが 混 雑 した りす ると,　kwodが 会 合場 として使 われ た。　kwikwi-iutと い う名称 は,

ヘ ッドハ ウスを意味 してい る。報告書 にはマ ビオグ島 の2つ のヘ ッ ドハ ウスのスケ ッ

チがある。高床(杭 上)で,両 端に出入 口が あり,頭 蓋骨や顎骨がぶ らさが って いた。

ココヤ シ葉葺 き切妻屋根で,両 端 と軒,そ して柱 は赤 く塗 ってあ った。 ひとつずつ胞

族(phratry)が 所 有 していたと推定 して いる。頭蓋骨 は戦争で殺 した敵 の もので あっ

た。女性 と少年 はヘ ッドハ ウスに入 る事は禁止 されて いた。

　 ヘ ッドハウスはサ イバ イ,ア ウリ ド,ヤ ムにも似た ものが存在 した らしい。 キワイ

島の ロングハ ウス(後 述)と 非常に似 てい る。

　 kwodは 若 者や独 身男性用で,簡 単な 一時的住居で あ り,元 来ヘ ッ ドハウスの離

れ小屋のよ うな ものとみな されていた らしい。

　 ヘ ッドハ ウスは若 い男性が寝泊 りす るク ラブハ ウスと しての社会的役割を果 た して

お り,こ れが19世 紀 末 まで残存 していた原 因と考 えて いる。

　 サ イバ イ島とダ ウアン島で は1888年,高 床 の南海型 が進 出 しは じめて いたが,古 い

型 も杭上 の家屋であ った ことを強調 して いる。竹材を用 い,側 壁などはパ ンダ ナスの

葉を使 っていた。1888年Haddonの サ イバ イ島民家 のスケ ッチがあ る。 この民家 は

高床 だが,下 部を ココヤ シの葉で編 んだ壁 でざ っと囲 って いる。当時ボイグ島民 が首

狩 りや海賊 のた めサ イバ イ島に避難 し,高 床下 に収容 し,そ のためにで きた型 だと説

明 している。 旧い型 と南海型の折衷 のよ うに もみえる。サ イバ イ島の高床(杭 上)家

屋の一つは宣教師が建てた ミッション様式 と言 われて いた ことも注意 してよい。

　 なお,サ イバ イ島に以前,男 性 の家(iota)が あ った ことを島民か ら聞 きだ してい

るが,当 時フライ川デル タめ島(キ ワイ島)な どに濃厚 に男の家が存在 していた こと

か ら,充 分可能性 はある。

　東 部諸 島(ス テ ィーブン,ダ ーン リィ,マ リー島)で はmeta(パ プァ ・ニ ューギ
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図10サ イ バ イ 島 の 高 床 民 家 ス ケ ッ チ

　 　 [WiLKiN　 and　HADDoN　 l912:100]

ニア南西岸では住居をmotoと 呼ぶ)と よばれる円形住居が注目され る。

　極めて初期にトレス海峡を航海 したイギ リス人の中には,不 正確だがkaub　 kaub

metaと いう蜜蜂の巣のような円形住居 に言及 した り,描 写 する ものがあった。

Haddon隊 の調査時には,ダ ーンリィ島に小型円形住居が1戸(島 の北か北西に大型

が1戸 あると言われている),マ リー島には中型が1戸 あり,ま た円形住居と共通 し

た特徴をもつ小屋があった。

　円型住居の規模は家族数によって様々であった。 小型は直径4～5m,高 さもほぽ

同じ位。大きなのは直径9m,高 さ6mで あった。

　中央の柱の頂上には,細 いつるが巻かれ,唯 一の外装となっている。以前は大 きな

貝が屋根の上に置かれ,屋 根は乾燥した草で葺いてあった。数束の草が中央の柱が突

出した頂上に集められる。長いつる草で骨組の木舞にくくりつけられる。

　円形住居建築構造を詳 しく記述 しているが,要 約すれば次のようになる。

　第1歩 は円周の画定で,砂 に片足で跡をつけるだけ。ダーンリィ島の小型円形住居

に関する記述では,柱 が8～10本 等間隔に直径4.5mの 円を形成するよう地面に打

ち込まれる。その柱の内外両面に3つ の竹の輪が同 じ高さに結びつけられる。その後,

長い竹の柱を直立に輪のまわりにかなり密にして結んだ。その端を集めて中央の柱に

結びつけるため,ア ーチ型になる。
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　 この骨組 に草 と細 くさいた ココヤシの葉を屋根葺材 と して非常に厚 く編 み結 びつ け

る。出入 口は小 さ く,這 って入 らねばな らな い。

　北 クイ ンズ ラン ドのアボ リジ ンの円形住居 は,こ れよりはるか に単純 な構造 であり,

東 部諸 島の円形住居 と同一 の もので はない。

Haddon隊 のWiIkinに よ る 円形住居の 断面図や 平面図をみ ると,全 面で はない

が,半 分近 くが就寝用 の竹床で あり(地 面よ り70～75cm,高 い もので1.2　 m),物

置棚風 のもの もあ る。地 面(砂 地)は15～16cm盛 り上 げられ,こ こで も就寝 した ら

しい。入 口を入 った ところは土間で,入 口と中心柱 の間 に炉が ある。多 くは1住 居 に

ユ家族 である。 調査時にすでに南海型(south　 sca　type)の 住 居など新 しい様式が入

り,円 形住居 は僅少 であ ったが,過 去には東部諸 島で優 占的な様式 であ ったようであ

る。 なお,マ リー島に残 って いた古 い家(当 時,空 屋 で荒れて いた)と して,一 端が

円 くな った長方形の平面 を もつ,円 形 と方形 の折衷型 の民家を報告 している。

　 円形住居 はHaddon隊 の 調査時すでに減少 して おり,現 在 は消滅 しているか ら,

そ の点で,Haddon隊 の 円形住居 に関す る報告 は貴重 な記録 といえ る。

　ダ ー ンリィ島を調査 した瀬川隊員の報告によると,ダ ーン リィ島で過去 に円い家が

あ り,地 べたにへば りつ くように這 って出入 りした ことを老人が人か ら伝 え聞 いた話

と して語 って くれた とい う。

　 Haddon隊 の報告 は調査 当時の トレス海 峡の近 代的住居 につ いて次 のように述べ

ている。

　 「マ リー とマ ビオグ島の原住民 は,現 在住 んで いる近代住居に関 して は多 くを語 る

図11ミ リ ア ム 円 形 住 居 の 平 面 図 と 断 面 図

　 　 [WILKIN　 and　HADDoN　 l　912:102]

18



杉本　　トレス海峡地域の集落と住居

必要 はない。様 々なポ リネ シア人や メラネ シア人 ら外来者 が導入 したモデルに従 って

すべて建築 されている。 ほとん どどの面か らみて も,古 いタイプ とは根本的 に異 な っ

ている。住居の変遷 に継続性 はな く,新 型は伝来 してす ぐ受 け入 れ られた らしい。旧

式 よ り優れ ていた とい うよ りは,商 人や宣教師が持ち込 んだ新 しい生 活様式 と関係 し

ていた」[WILKIN　 and　HADDoN　 1912:105]。

Wilkinは 図 によ って数戸 の近代住居(ミ リアム住居:東 部諸島)を 示 して いる。

　事例14.5m×3・3m,高 さ2.7m,草 葺屋根で側壁はココヤシ葉を編んだもの。 屋内2/3位

は45・cmの 高 さの床があり,入 口を入ったところから中央にかけて土間で,炉 がある。 家は海

岸と平行に位置するものが多い。南海型の建築が伝来するまで窓はなかった。

　事例2　 典型的なダーンリィ,マ リ'・一一,マ ビオグ島の南海型住居で,規 模は12m×5.4　 m,高

さ3.9m,四 方の壁と出入口の高さは1.55m。 出入口は海側と反対側の壁のほぼ中央にある。海

に面する側だけ図のように戸口の両側に,軒 の下あたりに小窓がある(60cm×45　 gm)。 壁 は

ココヤシの葉を編んだものが何層にも互いに重なり合っていた。屋根は草葺きで,庇 のない寄棟

型。棟木上の草葺きは丈夫に編んだ材料で仕上げていた。間口と奥行の比率は2:1,壁 の高さ,

家の高さか らみて,か なり急勾配であったようである。 屋内は1室 型で,表 から裏へぬける幅

1・2m通 路を除いて床(37～38　 cmの 低い床)が 割り竹でつ くられていた。通路(土 間)の 真中

に炉があった。多くの住居では床高は事例2よ り高いが,面 積は限定されていたし,住 人の好み

と必要条件によって種々であった。

　事例3　 マリー島では数戸の杭上家屋(高 床)が あった。その1例 。杭上家屋はニューギニア

の建物と類似 しており,多 くの原住民が布教船や通商スクーナーでの航海中にみる機会があった

という。

　規模は9.3m×6.9　 m,高 さ3.9　m,杭 の高さL35　 m,コ コヤシ材が使われていた。 ベランダ

があり,出 入口は側壁の中央に位置していた。屋根は草葺寄棟,梯 子は後方の出入口についてい

図12近 代 住 居 　aミ リア ム住 居,b高 床 式住 居(マ リー 島)

　 　 　[WiLKIN　 and　HADDoN　 1912:108-109]
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た。床は竹。側壁はココヤシ葉を編んだものである。

　事例4　 小型倉庫で,4.5m×3.Om,高 さ2.7m,草 葺 の壁は1.2m,屋 内は床高30cmの 低

床があった。以前円形住居が多かった時代に,粗 雑な ドーム状の差掛け小屋eud　metaが あった

が,こ れに代るものとみている。

　事例5　 マリー島には菱型の建物で,最 長約10m,最 大幅6m余,海 側の2面 に出入口があ

る。家の頂点までの高さは4.2m,中 央の柱が少 しとび出している。草葺屋根,建 築材としてコ

コヤシの切り株なども使用されていた。 内部は土間が広く,床 高75cm前 後の床が2カ 所にあ

った。

　この中央に柱をもつ菱形平面の住居は,円 形住居との関連を示す証拠はないとして

いるが,構 造からみて興味をひく。

　Haddon隊 調査時,住 居様式として新 しく導入された要素をまとめると次のように

なる。

　③　従来土間式が大半であったのに対し,高 床(杭 上家屋)の 導 入が注 目され る

(但 しマビオグではほとんど土間式であった)。⑮現在より低いが,側 壁がはっきりし

た形を整えたこと。◎屋内1室 形式で土間部分に炉があるが,床(高 さは多様)部 分

がみられること。④現在の住居に比べて小さく数も少ないが,窓 がつけられたこと。

⑥ベランダをもつ家がみ られること。

4.　 トレス海峡地域住 居の諸特色

　住居形式は,建 築材料,高 床式(杭 上家屋)と 地床式(土 間住居),平 面型(間 取

り)と 住まいかた,付 属建物など構成要素に分解 して考察する。住居は上記のほかに

屋敷地,さ らに集落との関連なども重要である。その概況については前述 した。

　住居はこれ ら構成要素の統合されたものとして把握する必要があるが,住 居は文化

複合体であり,こ れを一括して把握することは非常に困難である。本章では構成要素

別に,ト レス海峡地域における現在(1975～1979年)の 住居について,そ の特色を探

ろうとす る。 さらにHaddon隊 調査時(19世 紀末)と 比較 し,住 居様式の変化を追

跡する。高床住居や円形住居,ロ ングハウスなどについては,東 南アジァやオセアニ

ァ(と くにメラネシア)地 域との比較を試みたい。

4・1建 築材 料(屋 根,壁 面 を 中心 に)

　 4・1・1　 トレ ス海峡諸 島

19世紀末に行われたHaddon隊 の調査によると,当 時は屋根や壁面はココヤシの
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葉を編んだ ものが多 く,草 類 も使 った。 島

によって はテ ィ(tie)(Melaleuca　 leucaden-

dron)の 樹 皮 を 屋根材に使 った。　建 築 材

(構造材)は マ ングローブやココヤシ,竹

材が用 い られた。

　 フライ川デルタやパプア ・ニ ュ.一ギニア

南西岸 ではニ ッパヤシ(ハ伽 ゐノ}廊 απ∫)の

葉が多 く,　 サ ゴヤ シ　(SagUS　 rhumPhiana)

の幹 など も利用 した。 ほとん ど手近な素材

を利用 していたので ある。

　 Haddon隊 の 調査か ら80年 を経過 した今

日,と くに トレス海峡諸島の住宅 は大 き く

変化 して いる。

　 近年 トレス海 峡諸島 に対 して は,オ ース

トラ リア連邦政府 や クインズ ラン ド州政府

の手厚 い援助があ り,連 邦政府 や州 政府資

写真7　 構造材はマングローブを用

　　　　いることが多い(ボ ゼ ・コ

　　　　ナの民家)

金 による住宅の建設 や ミッションによる住宅建設 が進 んで いる。

　 オース トラ リア国立大学 のH.Duncanは,バ ドゥ,サ イバ イ,マ リー,ヨ ー ク4

島 の住 宅を調査 して いる[DuNcAN　 l　974:31-39]。 連 邦,州 政府 資金によ る住 宅が

ヨークで76%,バ ドゥ54%,サ イバ イ35%,マ リー島で44%を 占 め,壁 材料 もアル ミ

ニ ュームプ レハ ブ,ト タン,繊 維質板(石 綿 など)が 大半を 占めている。 ココヤシの

葉な どを材料 とした伝統的な民家 はマ リー島で38%あ ったが,他 の3島 で はほ とん ど

姿を消 してい る。マ リー島で も1975年8月 北大路氏の見 聞で は,ほ とんど消滅 して い

るとい ケ。

　 マ ビオグ島では,1975年,36戸(う ち空屋2戸)中20戸(569e)が,連 邦 および州

政府 資金 による画一的住居 である[松 本　 1977:121-143]。

　 木 曜島北側 に位置す るハモ ン ド島は,Haddon隊 調査時 は無人島であ ったが,ト レ

ス海峡の島々か ら,カ トリック聖心派が信者を集 めて新 しく村づ くりを した(1928年)。

1975年 戸 数29(29)[()内1979年],連 邦 資金住宅[ア ル ミニ ュームプ レハブ,高 床

式,鉄 パ イプ]4(6),　 ミ ッシ ョン資金住 宅[ブ ロック]4(6),個 人 資金住宅21

(17),旧 校 舎利用1(0)と な って いる[杉 本　 1977:95-113]。

　 ボ イグ島で は30戸 中,連 邦2,州10,個 人 資金住宅18。 中部諸島のスー島で は23戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 21
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中,連 邦2,州4,個 人 資金住宅17。 東部諸 島のダ ー ンリィ島で は33戸 中,連 邦5,

州4,東 部3島 の共同組合(EMU)資 金住 宅4,個 人 資金住宅20で あ る。

　個人資金 による住宅は他 の島で も同様だが,一 般 に北 クイ ンズ ラン ド型 とよばれ る

高床式 の洋風熱帯住宅が多 い。 コンク リー トで基礎をつ くり,少 し床をあげた型(地

床式)も み られ る。

　木 曜島は トレス海峡諸島の中で は居住 の歴史 も浅 く,本 格 的居住 は植民地拠点 とな

った1877年 以 降 になる。 したが って当初か ら トレス海峡諸島民の伝統的民家 とは別系

統の白人による北 クイ ンズラ ンド型洋風住宅 が建設 された もの と考 え られ る。 トレス

海峡の政治,経 済 の中心 となった木曜島の家屋型 が新 しいハ ウスタイプと して トレス

海峡の島 々に普及 し,さ らに連邦や州,ミ ッシ ョンによる新住宅が建設 されたため,

伝 統的民家は急速 に減少 して い ったのであ る。

　 1864年 セ ンサスで,個 人住宅屋根材料 につ いて クイ ンズラン ド州全 域(Q)と 北 部

)イ ンズラ ンド(NQ)を 比 較 す ると,板 葺で は40%(Q)/14%(NQ),カ ンヴ ァス

10%(Q)/25%(NQ),樹 皮45%(Q)/58%(NQ)と な り,当 時 は北部 クインズラ ン ド

では,よ り一層手近な素材 を利 用 して いた こと が わ か る　[SUMNER　 l974;47-61;

RoN　 1978]。1921年 セ ンサ ス では トタ ンが急増 して95%(Q)/90%(NQ)と な って

い る。

　 1966年 と1971年 の セ ンサスによ って,ク インズ ラン ド州全域 の家屋壁面の材料 につ

いてみると,煉 瓦4.9%→9.O%,煉 瓦 とベニヤ板2.4%→5.1%,コ ン ク リー ト2・4%

→2.9%,木 材71.290→65.9%,ト タ ン1.8%→1.7%,ア ス ベス トセメ ン ト(石 綿板)

17.2%→15.1%と な ってい る。 この年代で は大 きな変化はみ られないが,全 般 的 に

木材使用 が減少 し,煉 瓦 などの増加 が目立つ[AusTRALIAN　 BuREAu　 oF　STATIsTlcs

1974]。

　 木曜島では1975年9月,住 宅 は市街地231戸,新 集 落 タモイ60戸 だが,1979年8月

市街地271戸,タ モイ71戸 とな り,住 宅 はかな り増加 してい る。

　 屋根材料はほ とんど トタ ンで あり,波 状 トタ ン(corrugated　 iron),小 波 状 トタン

(ripPle　iron),薄 鉄 板(sheet　 iron)な ど各種の タイプが混在 している。 ス レー トな ど

もみ られ る。

　 この トタン屋根 は,木 曜島の場合,1898年 のHaddonの 調 査記に も記載 されて い

る[HADDON　 l932]か ら,当 時木曜島では トタ ンがすで に普及 していた ことが明 ら

かである。

　 家屋壁面の材料 についてみ ると,木 曜島市街地 では,繊 維質板　(石綿など)48%
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写真8　 伝統的なココヤシ葉を用いた民家(ス ー島)

(51%)[1975年9月,()内1979年8月],木 材(下 見板 もあ るが,こ れは戦前 のタ

イプ といわれて いる)30%(20%),ア ル ミニュームプ レハ ブ10%(23%),ト タ ン10

90(4%),ブ ロ ック2%(2%)と な ってい る。 木曜 島で は,　 トタン屋根で木造,

下 見板の外壁を もつ住宅が古 く,最 近では トタ ン,繊 維質板(石 綿 など),ア ル ミニ

ュームプ レハブなどが多 くな っている。最近 中心街密集地区 の新築建物 は,防 火的 な

レンガ,ブ ロック構造 を義務づ けてい るし,一 般 ブロ ック住宅 もあるが,熱 帯 の住 環

境 に適 した もの とはいえない[杉 本　 1977:1-19]。

　 トレス海 峡の他 の島々で も,屋 根材料 はほとんど トタンが普及 して いる。伝統 的な

ココヤシ葉を用いた もの(コ コヤシの葉 を編 んで シー トをつ くり,こ れを半重 ねに し

て葺 く)は,最 近 まで交通不便 だ ったスー島(ス ー島には ココヤシ葉を編んだ ものを

写真9　 ココヤシ葉を中肋でわけて編み,シ ー トを作る
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用 いる民家 は23戸 中9戸,そ のうち壁面 も屋根 もココヤシ葉を用 いた ものは2戸 しか

ない)と ココナ ツ島に僅か に残 って いるのみである。パ プア ・ニ ューギニプ南西岸 に

近 いボイグ島に は,ニ ッ7xeヤシ の葉を使 った高床住居が2戸 ある。 これは対岸 のマバ

ダ ウア ンか らの移住者であ る。

　壁面 の材料 は,ハ モ ン ド島で は石綿が多 く(38%),ア ル ミニ ュームプレハ ブ24%,

トタ ン14%,ブ ロ ック24%。 ス ー島で は石綿39%,ア ル ミニュームプ レハブ12%,コ

コヤ シ葉39%,マ ビオグ島では石綿68%,ト タ ン25%,バ ドウ島で は石綿53%,ト タ

ン26%,ア ル ミニュームプ レハ ブ21%と な り,い ずれ も新 しい材料であ る。屋根 の場

合 と同 じく,伝 統的材料 はごく最近 まで交通不便だ った小離島 スー島や ココナツ島な

どに残 ってい るのみである。

　　 4・1・2　 パ プ ァ ・ニ ュー ギ ニ ア 南 西 岸

　パプ ア ・ニ ューギニア側 のダルー市街地 に接 した外側に位置するダル ー ・コナの う

ち11の コナについて調査を した。11コ ナ全般 につ いてみ ると,屋 根材料 はニ ッパヤ シ

の葉 を用いた ものが49%,ト タ ンが51%。 壁 面材 につ いて は,ニ ッパヤシ47%,ト タ

ン25%,石 綿1290,残 りは トタ ン,石 綿,ニ ッパ ヤシ,パ ンダナスなど各種材料を併

用 してバ リエーシ ョンに富んでいる[杉 本　 1981:54-58]。

　 屋根 と壁面の材料 について,伝 統的な総 ニ ッパヤシ造 りの民家 と,ト タ ンや石綿な

ど新 しい材料か らな る民家を両端 と し,そ の間に過渡的 な もの として7種 類を配列 し

11コ ナ別 に集計 したのが表1で ある。各 コナはほぼ来住時期の古い ものか ら並べたが,

屋根材

表1　 屋　根,壁 　面　の　材　料(ダ ルー ・コナ)

トタ ン トタ ン トタ ン トタ ン

ニッパ

ニ ツ ノ'ξ ニ ツパξ

(1979。9)

コナ
壁桝
石 綿 トタ ン

ニッパξ

ト タ ン
ニ ツ ノNe トタン

石 綿
トタ ン

二・ツ ノ'ξ

ト タ ン

ニ ツパ

マ バ ダ ウ ア ン

パ ラ マNo.1

ツ レ ツ レ

カ タ タ イ

サ マ 　リ

セ 　 　　 ペ

イ ピ シ ア

セ ヴ ェ リ マ ブ

マ ダ メ1コ ア ブ

ワ ブ ダ

ボ 　 　 ゼ

計

12

　5

　5

　2

　3

　0

　0

　0

　0

　0

　0

27

　5

　7

20

　2

　9

　2

　0

　0

　0

　0

　1

46

1

1

5

0

3

1

0

0

0

0

0

11

1

0

8

1

5

4

1

0

1

0

1

22

1

0

2

0

1

0

0

0

0

0

0

4

1

0

0

1

2

1

2

1

0

0

0

8

0

0

3

1

1

1

1

4

1

0

0

12

ニ ツノぐ

　0

　2

12

　4

　4

　7

14

10

14

　6

　3

76

計

21

15

55

11

28

16

18

15

16

　6

　5
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写真10す べてニッパヤシ葺きの高床民家(マ ダメ ・コナ)

コナ自体変化が激 しく,来 住の古いコナでも,新 移住者が多 くを占めているところも

ある。

　比較的早 く来住 したマバダウアン,パ ラマNo・1は 市街地に接する区画にあり,す

でに街区の一部をなしている。これらのコナはトタンや石綿板を用いたものが80%を

占め,伝 統的材料を用いたものは皆無か僅少である。

　ボゼ,ワ ブダ,マ ダ メな ど新 しい コナほ

ど,立 地 も海岸や湿地林に近 くなり,ニ ッ

パヤ シやパ ンダ ナスなど 伝統的材料 を使 っ

た民家が多 くなる。 新旧の各種材料 を併用

した過渡 的な家 も目立 ち,こ れが コナの村

落景観を雑然 と した ものに している。

　ダルー ・コナの場合,ニ ッパ ヤシの葉 は,

対 岸のオ リオモ川流域の ものが多い。 軸 に

は竹を使 い,ニ ッパヤシの葉を二つ折 に し

て,・ 葉柄 で とめる。　 長 さ約1.7m,幅 約

80cmの シー トをつ くる。

　セペ(キ ワイ島)で はコボボウェ リ(kobo

bo　weri),フ ラ イ川畔 のセヴェ リマブ で は

ナウウェ リ(nau　 weri),テ ィ リオではエ ラ

ドガ(eradoga)な ど種 々の名称がある。

　 このニ ッパ ヤ シのシー トは半重ねに して

写真fl　 トタン屋根,石 綿壁,ル ー

　　　 バ窓つきの民家(マ バダウ

　　　 アン・コナ)
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写 真12ニ ッパ ヤ シの葉 を 編 ん で シー トを作 る(マ ダ メ ・コナ)

葺 きあげ,押 えに竹 を使 って いる ものが多い。棟 の部分 は二重 に葺 く。屋根の場合約

2年 で葺 きかえ る場合 が多 い。サ ゴヤシの幹の一部(表 皮)'を 使 う例 もある。

　僅 かだが,パ ンダ ナスの葉を編みあげた もの(パ テ レ,patere)を 壁 材に使 う家 も

ある。屋 内の部屋 の間仕切 りに もニ ッパ ヤシを多 く用いている。

　パ プア ・ニューギニア南西岸 のマ ワタで は,14戸 全 戸 がニ ッパ ヤシ葺 きの屋根,壁

面 も全戸ニ ッパ ヤシの葉 を編 んだ ものを用いてい る。水浴用 のシェル ターも,商 店 も,

教 会 もニ ッパ ヤシづ くりであ る。新材料 トタ ンはみ られない[松 本　1980:133-183]。

　 ダルーの各 ゴナで本村 の状 況をき くと,コ ナ よりも伝統 的材料が多 く用い られて い

るという。 ほどん ど新建材 にな った トレス海峡諸島の民家 とはか なりの格差がみ られ

る。

4・2屋 根 型

　屋根型は全般に切妻型が多い。Haddonの 報告書では寄棟型の記述があるが,現

在では切妻型が大半を占めている。ベランダとの関連 もあり,庇 をもつ ものが多い。

　木曜島には洋風熱帯住宅の各様式があり,切 妻以外に寄棟,方 形 ピラミッド,入 母

屋,片 流れなどがある。個人の嗜好も反映 しているのであろう。

　スー島,コ コナツ島に僅かに残るココヤシ葉葺きの住居も全部切妻型で,棟 の両端

と中間に1本 加えた棟持柱をたてた簡素な構造である。

　パプァ ・ニューギニア南西岸では,ダ ルー市街地がやや木曜島と類似 しているが,

切妻型が大半である。ダルー ・コナでも新旧材料共切妻が多 く,単 純な片流れ屋根が

少 しある。小屋など付属建物には片流れが比較的多い。
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　 4・3　 高床式(杭 上家屋)と 地床式(土 間式)

　　 4・3・i　 トレス海峡諸島

　 トレス海峡諸島では,19世 紀 末に は,単 純 な屋根を もつ地床式住居が優 占的で あっ

た。現在消滅 しているが,東 部諸島にあ った 円形住居 は,全 面土 間ではな く,一 部 に

床 が張 られていた。 当時の新 しいタイプの住居 と して,長 方形(方 形)平 面で狭 い土

間 と低 い床を もつ型と高床住居(杭 上 ・高 さ1.3m)が あ った。 これ らの型 は南海や

パプア ・ニ ューギニア海岸部 の 建築様式 の 折衷型 である[WILKIN　 and　 HADDoN

1912:93-119]。

　 現在 トレス海峡の島 々では高床住居が過半を 占め る[表2]。 地 床式で はコ ンク リー

ト床 の ものや,コ ンク リー トで基礎をつ くり,少 し床 をあげた(40… 」50　cm)型 が多

い。かつて の地床様式の残存形態か も しれない。近年建て られた連邦政府住宅 は鉄パ

表2高 床,地 床 の 分 布

地域,村 落

指　標

ト

レ

ス

海

峡

諸

島

ダ

ル

ー

・

コ

ナ

南
西
岸

木曜島市街地

タ モ イ

ハ モ ン ド

ス ー

ヤ ム

ヨ ー ク

ボ イ グ

マ ビ オ グ

バ ド ウ

ダ ー ン リ ィ

サ マ リ

セ ペ

イ ピ シ ア

パ ラ マNo.1

マ ダ メ

ワ ブ ダ

ツ レ ツ レ

カ タ タ イ

ボ ゼ

セ ヴ ェ リマ ブ

マバ ダ ウア ン

マ　　ワ　　タ

高 床

high　 block loW　 block

137

43

14

　 3

　 6

　 5

　3

12

16

21

105

26

　 1

　 2

15

14

13

31

26

14

16

13

12

　6

43

11

　5

　6

21

7

　2

　2

　2

　2

　4

　0

12

　0

　0

　9

　0

7

地 床

29

　2

14

18

10

　9

14

12

15

12

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

0

計

171

71

29

31

31

28

30

28

58

33

28

16

18

15

16

　6

55

11

　5

15

21

14
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写真13伝 統的民家は主屋と炊事舎(右 端)が 別棟形式(ス ー島)

イブの高床式,州 政府住宅はコンクリー ト床の地床式が多い。スー島などに僅かに残

っているココヤシ葉づ くりの伝統的民家の事例を示す。

　事 例(ス ー 島)　 切 妻 トタ ン葺,コ コヤ シ葉 壁,規 模6。Om×6.2m,こ れ に1.65mの 庇 が 出

て い る。 コ コヤ シの葉 を 編 んだ シー ト(2・7m×0・6m)[ワ ル バ ウ ・ピウ　warbau　 piu]を30　 cm

ず つ重 ね て 壁面 をつ くる。外 側 はヤ ム 島産 の竹 で押 え る。 屋 内 は 一室 だ が,最 近 奥か ら1.8m幅

に柱 を た て,ビ ニ ール幕 を 張 って2室 に して い る。 この狭 い 奥 の 空間 は 砂地 で,物 置。 他 の 部分

は 寝室,居 間(utui・ ・lag,　niai-lag)で,40　 cm盛 土 を し,板 床 を 並 べて,パ ンダ ナ ス製 の マ ッ トを

敷 い て い る。 炊 事 場 は 別棟 で 四 方 トタ ン壁 で土 間(砂 地)。 食 事兼 作 業 場 で あ る。 小 突 出部 にガ

ス レ ンジを 置 いて い る。

図13ス ー 島 の伝 統 的 民 家 間 取 り
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写真14パ プア ・ニューギニア政府住宅局資金による住宅(ダ ルー)

　 ボ イグ島の場合 は,対 岸マバダ ウア ンか らの移住者で,本 村 と同 じ高床式 であ る。

　 トレス海峡諸 島で は北 クインズ ラン ド型 とよぶ洋風熱帯住 宅が多 く,高 床 が特色 で

あ る。 この高床 は,lm前 後(low　 block)とlm以 上(2　 m前 後 のもの)(high

block)に 区 分 して いる。

　 木曜島市 街地 ではlow　 block　39%,　 high　block　51　%で ある。タモイではlow　 block

37%,high　 block　61%で あ る。一般 にhigh　 blockの 家 は新 しい型 といえ る。

　 木曜島でのlow　 blockとhigh　 blockの 分 布は錯綜 して いる。一般 に傾斜面 では一

方 が高床 となるのでhigh　 blockは 傾 斜地区 に比較的多 くな っている。

　 高床 の家では,床 下 に洗濯場,干 場を設 けるものがあ り,閉 鎖 して物 置や車庫 と し

てい る例 もある。天水 タンクを設置 して いる家 も多い。

　北部 クイ ンズラ ンドで は,古 い型 は一般に粗末な木造 で地 面に直接家を建 て るか,

写真15オ ース トラリア連邦政府資金による住宅(木 曜島)
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10～20cm程 度 の低床 のものが多 い。現在多 くみ られ る1～2　 mの 高床住 宅は1900年

以 前 にはほ とん どみ られなか った[SUMNER　 1974a:17-24]。

　 古 い木造家屋 は杭 も木材だが,白 蟻 の害 があり,コ ンク リー トや鉄パ イプが増加 し

て いる。バ ドゥ島で も86%,マ ビオグ島で63%が コ ンク リー ト杭や鉄パ イプを使 って

いる。

　　 4t3・2　 パ プ ァ ・ニ ュー ギ ニ ァ 南 西 岸

　ダルー市街地 の洋風熱帯住宅 は高床 が多 いが,低 床 の官舎 などもあ り,木 曜島 と類

似 して いる。

　政府住宅局(National　 Housing　 Committce)の 新 住居 は,い ずれ も高床 だが,と

くに高級の もの(H型)は2m近 い鉄パ イプを用いてお り,オ ース トラ リア連邦政

府資金 住宅 と類似 して いる。

　ダルー ・コナの住宅 は,主 屋がすべて高床で ある。

　高床の高さは計測 した主屋15例(14の コナ)の 平均 が1.3mあ るが,0.59～1.86　 m

までか なり多様で ある。 一般 にlm以 上の高床 と,　lm以 下(50～60cm多 し)の

低床 に分 けることがで きる。

　 11コ ナ の計206戸 についてみ ると,高 床84%,低 床16%で あ る。

　低床の住宅は一時的な仮住居で,規 模 の小 さい家がほ とんどである。

　パプア ・ニューギ ニア南西岸や,フ ライ川デル タ地帯の民家 も主屋 は高床式が主で

ある。炊事小屋 や鶏小屋な ど付属建物 や集会所,小 学校などは地床式で ある。

　ダル市街を除 いて杭 の材料 は大半木材で あ り,新 建材はまだ導入 されて いな い。

　杭 はマ ングn　一一ブ樹が多 く,ほ とんどの村で アポ(abo)と よ ぶ(内 陸 のホゼ村で は

写真16　 コナの高床民家と食器棚(マ ダメ・コナ)
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写真17低 い床の民家(一 時的な住居に多い)(セ ヴェリマプ ・コナ)

ago,マ シガ ラでage)。 地 中0・9～1・2　mの 掘立てであ る。梯子(toto)(テ ィ リオで

emcga,ワ ブ ダでwakara)も マ ングローブ樹を用 いた ものが多 い。

　 高床の場合,床 下 の空間 は未利用 のと ころ もあるが,パ タパ タとよぶ台を設 けた も

のが多 く,ド ラム缶を半割 りに した移動式カマ ド(モ モゴ)を 置いて炊事するなど,

台 所,食 堂と して利用す る例が多い。沫下 に風除 けを作 って寝室 と した り,サ ゴ澱 粉

な どの物 置き(収 納空間)に 活用 してい る家 もある。

　 パプア ・ニューギニア南西岸 は,Haddon隊 の調査時で は,素 朴 な地床住居 と高床

住居があ り,高 床住居が主流 にな りつつあ った。

4・4　 高 床式,地 床 式 の分布

東南アジアやオセアニア(と くにメラネシア)地 域の高床式,地 床式の分布を巨視

写真18高 床下の利用(食 事場や寝室にする家もある)(カ タタイ ・コナ)
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的に検討す ると,東 南 ア ジアの平野地域(ベ トナ ム族居住地域 を除 く)か らニ ューギ

ニア海岸部,ト レス海峡諸島,ソ ロモ ン,ビ スマ ーク諸島の一部 などに分布 している。

ミク ロネシアや ポ リネシアに も分布 して いるが,新 しい洋風住宅や集会所,倉 庫 など

付属建物 にみ られる。

　地床式 は,東 南 アジアでは イン ドシナ半島 山地部,ベ トナム族居住地域 に著 しい。

ジャワ中部以東,バ リ島,ロ ンボク島(土 壇上)[石 川　 1968:5-57],モ ル ッカ諸 島

のブル島,ハ ルマヘ ラ島の一部[石 毛　 1978:183-192],ト レス海峡諸島,ニ ューギ

ニア山地部などに分布 して いる。

　中国人 の居住様式 は地床式 であ る。 ベ トナムや イン ドシナ半 島北部 山地民の地床式

は中国文 化の影響 とみ られ る。東南 アジアに住む中国人の住居 も地床式で ある。地 床

式 は湿度の高 い熱帯 の居住環境に は不適で ある。 しか しこれを維持 しようとす る民族

の慣習 は非常に根 強い。

　 ジャワの場合,イ ン ド文化(ヒ ンズー文化)と の関連が考 え られる。 ニューギニア

や トレス海 峡諸 島の地床式 につ いて は,古 い文化層 に属す るものか,オ ース トラ リア

大陸のアボ リジ ンの素朴 な地床式の伝播 なのか,未 解決であ る。

　高床住居 はJ・　Lehmannに よ って世界 の分布が調べ られてい る[LEHMANN　 1904]。

付 属建物まで含め ると,高 床住居 はシベ リア諸族や,ヨ ーロ ッパに もみ られ るが,数

図14高 床 ・地床式民家,円 ・楕円プラン民家,別 棟炊事小屋分布図
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量的には東南 アジアか らメラネ シァの島々の一部 に多 い。東 アジアで は日本(半 高床)

が入 る。

　 東南 アジアや メラネシア の島 々の 一部 に高床住居 を もた らした ものは,・ ハ イネ ・

ゲルデル ンによれば,オ ース トロネ シア諸 族 だ った ろうと考 え られて いる[HEINE・

GELDERN　 l923:689-968]。

　 パ プァ.・ニ ューギニア海 岸部 の高床住居 も,こ の大 きな文化の流れ として考 え るこ

とができるだろう。19世 紀末 頃か ら トレス海峡諸島に高床住居 を もた らした もの とし

ては,パ プア ・ニ ューギニア海岸や南海(メ ラネ シア,ポ リネシア)か らの影 響,宣

教師 らによる新様式の導入 などが考 え られ る。

　 なお高床 の起源 に関 して は,平 地起源,山 地起源,そ れぞれの地域 に独 自に発達の

三つが考え られてお り,従 来 は平地起源 の高床が 山地へ も拡大 した とす る説が多か っ

た。 しか しイ ン ドシナ半島 山地民族の高床式の場合,山 間部 の傾斜地 では立地上 当然

半高床式が生 じ,こ れが高床式に移行 した ことが考え られ る。 しか もイ ンドシナ半島

にお ける山地 民の生活形態が,焼 畑か ら定着化を強め る過程 で生成 したことな どか ら,

生 活領域あ るいは民族 の移動が山地か ら平地へ流れ るとい う大きなコースを考 えれば,

この山地起源説[岩 田　 1966:69-81]も 充 分な説得 力を もつ ものと思われ る。 この

よ うにみて くると,こ れ ら諸民族が,自 然 に適応 しなが ら島伝いに高床 住居を拡散 さ

せて い った という推測 も可能 にな って くる。

4・5　 円形住居 の分 布 をめ ぐって

　現在 の トレス海峡地 域では,住 居の平面型 は,方 形,矩 形が大部分を 占める。19世

紀末 には トレス海峡東部諸島のマ リー島,ダ ー ンリィ島に円形平面 の住居があ った。

中心柱 のあ る ドーム状の草葺屋根で,屋 内は土間部分 と一部 に低 い床 があった。かつ

て は東 部諸島の優 占型 であ った と推察 している[WILKIN　 and　 HADDoN　 l912:93-

ll9]。

　 オース トラ リア大 陸のアボ リジンの素朴な円形平面 の住居 とのつなが りも考 え られ

るが,Haddonら は両 者の関連 には否定的である。東部諸島 は ミリアム語 の分布地帯

であり,Miriam　 round　 houseと 名付 けて いる。

凍 南 アジァで は,地 床式 円形住居 はチモール島西部 山岳地域 とアンダマ ン諸 島にみ

られ,屋 根形式 も円錐形 に近い。チモール島で は高床 式円形住居 もみ られ,高 床式楕

円形住居 も混在 している[BRoEK　 and　 WEBB　 l　968:362-364]。 高 床式 円形住居 は,

ニ コバル諸 島やスマ トラ西南沖のエ ンガ ノ島 ,フ ロレス島西部 のマ ンガ レイ族,高 床
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式 楕円形 の もの はニアス島 にも分布 している[RoBEguAIN　 l　966]。

　 ハ イネ ・ゲルデル ンは,こ の円形住居(と くに地床式)を 東 南ア ジア最古 の文化層

の遺物 と考えて いる。

　 分布を検討す ると,ア ンダマ ン,ニ コバル,ニ アス,エ ンガノ,フ ロレス,チ モー

ルか ら,メ ラネ シアの トレス海峡東部諸島(現 在 消滅)へ 連 なる。メ ラネ シアではニ

ューギニ ア山地 部各地 に円形,楕 円形住居が分布 し,ニ ューア イル ラン ド島,ア ドミ

ラルテ ィ諸 島,サ ンタクル ーズ諸島,ニ ューカ レ ドニアとその属島などメ ラネ シアと

ポ リネシアの境界付近 の島 々に散在 して いる[TISCHNER　 l　934r]。

　 ポ リネ シアで は,西 部 のサモア,ト ンガ,フ ッナ,ウ ベアなどに円形,楕 円形住居

(地 床,石 壇)の 分布 が著 しい。 タ ヒチ にも伝統 的住居 に円形平面の ものがあ った。

近年 の考古学的発 掘の結果,マ ーケサ スや ソロモ ン諸島に もみ られ,過 去 には円形,

楕 円形平面 の住居 は広 く分布 していた ことが明 らかにな って きた。

　 ドイツの民族学者E.Werthは,円 形お よび四角形 の家 につ いて,従 来 のあま りに

も狭い小地域 内で の考察を批判 し,世 界的 な視野で論 じている[WERTH　 1954:245

-259]。Werthは
,新 石器時代以来 ヨーロ ッパに農耕文化 が入 ってか らは,そ れ以前

の円形の家 が四角形 の家に変化 して い った ことを明 らかに し,狩 猟社会か ら農耕社会

へ移行するにつれて,円 形 ・楕 円形 の家が四角形にな って い った という一般的方向を

示 してい る。四角形(方 形,矩 形)の プラ ンを農耕文化のタイプとすれば,東 南ア ジ

アやオセアニアの島々,東 ア ジアの大部分 の地域 はそのタイプに該 当す る。

　 円形平 面を狩猟社会 と結びつ ける点で は,ポ リネ シア西部 やニューギニア山地部,

東 南ア ジアの島 々に分布す る円形平面 の住居 に関 して は,い ずれ も農耕民が多 いだ け

に問題が残 る。

　 日本では,縄 文,弥 生期の住居跡 には巨視的 にみて円形,楕 円形,方 形プ ランが混

在 してい る。 これが古代 になると円形,楕 円形 は激減 し,四 角形 に変化 してい く。

　 世界的には,円 形平面 は狩猟 ・採集 などの民族 にみ られ る場合 もある。モ ンゴルの

ゲル,中 央ア ジアの天幕 など遊牧民の住居 にも円形平面がみ られ る。 円形平面や楕円

形平面を もつ住居 につ いて は,ア フ リカで もフロベニ ウス らによ って早 くか ら指摘 さ

れ[FROBENIUs　 l894],近 年 タンザニア,カ メルー ンなど各地 の分布 や構造,住 まい

かたが明 らかに されつつ ある。南米アマゾ ン地域 にお ける円形大 家屋 につ いて も興味

深 い報告があ る[GulDoNI　 l978]。

　 世界の円形,楕 円形平面の住居 は,平 面型は類似 していて も,そ の屋根構造(小 屋

組)は か な り多様である。 諸民族 の 慣習や 移動など多 くの要 因を含んで いるか ら,
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Werthの ような経済発達段階のみによる分類では不充分である。

4・6　 間取型 と住 まいか た

　　 4・6・1　 トレ ス 海 峡 諸 島

　 19世 紀末の トレス海峡諸島の住居は方形 の地床式,高 床式住 居にせ よ,円 形住居に

せ よ,す べて1室 型で,室 分化 はみ られ なか った。炉 は地床式 や一部床張 りの場合 は

屋 内の土間部分に位 置 して いた。現在,(1979年)ス ー島 に残 る伝統 的住居9棟 はいず

れ も地床式で,全 戸1室 型であ る。砂地 の床 にパ ンダ ナスの葉を編んだマ ッ ト(waku)

を 敷 いて生活 してい る。いずれ も別棟 の炊事小屋を もってい るの も特徴であ る(図13)。

炉 は薪 ス トーブだ ったが,現 在で はほとんどガス レンジを持 って いる。

　 なお,ス ー島で は,1戸 のみ ビニールを張 って2部 分 にす るなど室分化 の傾向がみ

られる。

　 トレス海峡の島 々では北 クイ ンズ ラン ド型 とよばれ る洋風熱帯住宅 が普及 し,伝 統

的な住居 はここ数年 の間 にほとんど姿を消 したが,僅 か に残 る古 い形式 も,例 えばス

ー島の場合,9棟 の うち2棟 は連邦政府資金 の住宅を建設 中だ し,他 に も一時的な仮

住居 的なものがあ るか ら,消 滅 は時間の問題 だろ う。

　 オース トラ リアの クインズ ランド州北部 は熱帯地域 であ り,雨 除け,日 除 けや室内

気温 の調節上ベ ランダを もつ住宅が多い。3面 にベラ ンダを もつ ものが多 く,北 部 ク

イ ンズ ランドのサ ンプル調査で は62%を 占めてい る[SuMNER　 1974a:17-24]。

　 1920年 代 初期の北部 クイ ンズラ ンドの代表 的家屋型 は,ト タ ン葺 の ピラ ミッ ド型屋

根,高 床で3面 にベ ランダがあ り,そ こには欄干 あるいは一部 に格子状 の目か くしを

つけ,寝 室2～3,居 間,食 堂を もち,炊 事場は分離 して いるか,主 屋 の背後 に設 け

ていた。木曜島 にも類似 のタイプがみ られ るが,木 曜 島で はか なり経済的 に上層 の住

宅に多 く,現 在で は古い型である。ベ ラ ンダ部分を居住空間 と し,広 い窓 をもつ型が

14み とめ られ る(1975年)。 これ らの うち,ベ ラ ンダの屋根が緩やかなカーブを描 く

型があ るが,1900～1910年 頃 に流行 した もの とい う。木曜 島には3例 残 って いる。

　 炊事場を別棟 に した古 い型は3例 あるが,多 くの家 は主屋 内にとりこんでいる。概

して背後の位 置のベラ ンダ部分,下 屋部分 に配置 してい るものが多 い。木 曜島での最

も単純 な型は,1m前 後 の高床(10w　 block)。 寝 室 と居 間が中心部を 占あ,炊 事場,

食 堂 とベランダがつ く型で,こ れに浴室,洗 濯場,天 水 タ ンクを もつ もので,27例 み

とめ られ る。 この型は1910～25年 頃 の流行型 という。

　 家族数の増加 にと もな って,ベ ランダ部分を寝室 に した り,さ らにベ ランダ を後補
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図15木 曜 島 の個 人 資 金 住 宅(白 人)

写真19熱 帯洋風住宅(ベ ランダ屋根が緩やかなカーブを

　　　　描 く,1900-1910年 頃 の流行型)(木 曜島)
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して拡張 している。現在 は,ト タ ン屋

根で切妻型が多 く,繊 維質板の壁面で,

3寝 室,食 堂,台 所 と居間,浴 室,便

所 とベ ランダ付の高床式 の住宅が多い。

州や連邦政府 資金 による住宅プ ランも

類似の形態で,台 所 の位 置によって2

～3の 型があ る。

　 トレス海峡の他 の島々で も,各 家 の

屋 内は美 しく整頓 され,机,椅 子な ど

の家具類,ラ ジオ,ラ ジオカセ ッ ト,

冷 蔵庫(ガ ス),ガ ス レンジなどがかな

り普及 して いる。各家 で多少 の差異 は

あるが,オ ース トラ リア連邦政府や州

政府 による手厚 い社会保障 が,住 生活

な ど日常生活面 に もお よんでいる。

　　　4・6・2　 パ プ ア ・ニ ュ ー ギ

　　　　　　　　 ニ ァ 南 西 岸

　 19世 紀末 のパ プア ・ニ ューギニァ南

西岸の住居間取 りは,ほ とんど1室 型

であ った。

　 現在ダルー ・コナの住居間取 りを,

図16木 曜島洋風住宅(単 純な間取り)

図17　 オーストラリア連邦政府資金住宅間取り

　　　(ハモンド島の事例)
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調査 した主屋15事 例についてみると,18.72m2か ら54.48m2ま で多様で ある。 規

模 の小 さな2例 はいずれ も1室 型である。15例 の うち,2寝 室+1居 間(廊 下,ベ ラ

ンダ)が6例 で最 も多 く,つ いで3寝 室+1居 間 と台所またはベ ランダ3例,4寝 室

+1居 間1例,2寝 室+1居 間 とベ ランダ,台 所1例,2寝 室1例,1寝 室 又 は居間

2例,6寝 室1廊 下1例(擬 似 ロングハ ウス)と な る。 平 均床高1.3mの 高床住居

である。

　 セペ,ボ ゼ,セ ヴェ リマブ,3コ ナの調査資料(1979年)に よ って室数をみ ると,

1室 型が13例 で最 も多 く,つ いで2室1ベ ラ ンダが7例,3室1ベ ラ ンダが7例 と続

く。1室 型が多いのは,セ ヴェ リマ ブ ・コナの新 しい来住者の家 に多 く(8例)み ら

れるためである。

　全 般的 には2寝 室1居 間(廊 下やベ ランダの場合 もあるが,こ の空間 は機能分化の

判然 と しない多機能空間 の場合が多 い),3寝 室1居 間が多 い。 パ ラマNo.1,マ バ

ダ ウア ンな ど古い コナの住居で は,規 模 も比較 的大 き く,室 分化 も進 んで4～5室 の

事例 もみ られ る。

　 6寝 室1ベ ランダは,テ ィリオ ・コナの小型(擬 似)ロ ングハ ウスで,6家 族が居

住 している。各家族の来 住年次 は,1970年1,71年1,72年2,76年1,78年1で あ

る。構造をみて も,は じめか らロ ングハ ウスではな く,増 設が明 らかで ある。キ ワイ

島などにあ った ロングハ ウス とは形態 も異 な ってい るし,新 築す るまでの一時的 な住

居 であるという。本村 で もロングハ ウスがかつ て若干 あったが,現 在で は一家族一家

屋 である。

　 パ プア ・ニューギニア南西岸 のカダ ワで は,2寝 室 と1廊 下(ベ ランダ,居 間 と し

て も使 う)が 多 く,マ ワタで も2寝 室(moto-niro)と 廊 下(ベ ランダ,　 aeta)[松 本

1980:133-183]か らな る間取 りが多い。

　 各家 では廊下(ベ ランダ,居 間 に も使 う例あ り),寝 室,居 間,台 所 と炊事用の

表3　 三 村 落 室　数

セ ペ ・ コ ナ

ボ ゼ 。 コ ナ

セ ヴ ェ リマブ ・コ ナ

1室
1室

十*
ベ ランダ

2室
2室
十
ベランダ

3室
十
ベランダ

4室
十
ベランダ

不 明 計

　2

　1

10

1

0

2

1

1

0

5

2

0

4

1

2

2

0

1

1

0

0

16

　5

15

*ベ ランダ(廊 下 ,居 間にも使う家が多い)
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図18ダ ル ー ・ コ ナ 民 家 聞 取 り
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炉(ド ラムカ ンの半割 りに した ものに土を入 れ,鉄 棒 を渡 した ものが多 く,モ モゴ

momogoと い う)な どの配 置 は,家 によ って多様であ る。

　 ベ ランダ は,ぬ れ縁的に梯子 を登 った部分 にとりつけ られる もの と,室 内の廊下 に

あた る部分 をさす ものが ある。 前者 は室分化の進 んだパ ラマNo.1,マ バ ダ ウア ン,

サ マ リなど比較 的古 いコナの住居 にみ られ る。後者 は屋内廊下 にあたる(ベ ランダ)

部 分で,梯 子を登 り,廊 下(ベ ランダ)を 通 って各部屋に入 る。 だか ら戸外か ら直接

各部屋へは入 れない。 この廊下(ベ ランダ)に あた る空間は,家 によ って幅 も異な る

レ,居 間的 な利用 をする例 も多 い。前 述 した ように,機 能分化が進 んで いない空間で

ある。

　 この屋内廊下(ベ ランダ)の ない家 は,必 ず屋外 に小ベ ランダがあ り,入 口を入 っ

たと ころがかな り広い居間 となって いる。居住空間が整備 されている ものは古 く形成

されたコナの住居 に多い。

　 各部屋 の仕切 りはニ ッパ ヤシ壁が多 い。例えば棟高3・1mの うち1・65　mま でニ ッ

パ ヤシの壁で上 は空いている簡素な ものが大半 を占めて いる。古 い コナの住居で は板

を用い る例 もある。1室 形式か ら室分化 し,整 ってい く過程をみ るようであ る(図18)。

写真20簡 単な間仕切 り(ニ ッパヤ

　　　 シや トタンなど混ぜて使っ

　　　 ている。廊下と2寝 室の標

　　　 準型)(ワ ブダ ・コナ)

　 高床住居だか ら,床 下の利 用 も注 目 して

よい。

　 パタパ タとよぶ台や机がおいてあ り,食

事場,物 置(サ ゴ澱粉 など)に 利用 してい

る。家族 の多 い家では風除けを作 って簡素

な寝室 を作 ってい る。

　寝室 は,キ ワイ島のサマ リ,セ ペや南西

岸の マワタではモ トニ ロ(moto-niro),パ

ラマでは ウオモ トニ ロ(uwomoto-niro),

ワブ タではイ ビケモ トククル(ibike　 moto-

kukuru),内 陸 のボゼで はウ トププ(uto-

pupu)な ど種 々の名称 がある。 室名や家

屋各部 の名称 は,本 村 の位置が,海 岸(ダ

ルー対岸),フ ライ川畔,キ ワイなどデ ル

タの島 々,内 陸部で微妙 に異な っている。

　 セ ペ ・コナの資料(表4)に よ ると,家

族人員 と家屋 室数 はほとん ど対応するが,
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か なり過密居住 の例 もある。現在(1979年9月)22世 帯(家 族)あ り,1棟 に2家 族

以上で居住す るものが3例 ある。 コナ は人 口変 動が激 しく,現 在少人数 で も急増す る

可能性 がある。

　セペ ・コナ は1956～7年 頃,本 村 か ら最初 の来住 があ ったが,転 出 も多 く,当 初か

ら居住 して いる家族 は3例 のみである。1965年 に は14家 族 が来住 していたが本村へ戻

った もの,首 都 ポー トモ レス ビーへ転 出した ものなど変化が多 い。1975年 以 降 に来住

した家族が8例 もあ る。

表4　 セ ペ ・ コ　ナ ー 覧 表 (1979.9)

世 帯

1

ク　ラ　ン 名

Duwape

来住年

1976

居 住 人 員

男{女

3

Mipari 1979 }4

4

2

3

4

5

6

(lpisia村)

Gagaripasa

(Severemabu村)

Gagaripasa

1964

1964

1973

1968

4

5

1

2

3

7

8

9

1

4

1

4

(Wedereh玉amo村)

　 　 　 〃

　 　 　 〃

1970

1978

1956

3

7

3

2

4

4

10 Dudumabu 1960 3 4

11

12

13

ρagaripasa

Dudumabu

Sokomabu

1958-9

1956

1

0

2

ユ

計

7

7

5

9

2

6

居住世代

3

2

2

3

1

2

主　　屋
間 取 り

2BD十1V

1BD十1V

2BD十IV

(IBD)*

5

11

7

2

3

2

4BD十1V

(1BD十1V)*

7 2 3BD十IV

14

15

16

17

18

19

20

21

22

Skokmabu

Sokomabu

(Keremaf村)

Sokomabu

Sokomabu

Sokomabu

1979

1970

1971

1977

1957

1

3 2

1

2

1

2

2

3BD十1V

1 2BD

112

313{6

21315

3

1

4

1

7

2

3BD十1V

Sokomabu

Gagaripasa 1975

4

1

9

2

2

9

　6

　3

18

lBD

2BD十IV

2

2

2BD十1V

2BD十1V

4BD十1V

(Lewaru村) 1979

2

2

3

1BD

3BD十1V

[BD(寝 室,又 は居間),　V(ベ ランダ,廊 下,居 間)]

[*()は 別棟の小屋でも寝ている場合]
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　 セペ ・コナの場合,セ ペ本村以外の村 か ら来住 した ものが7家 族 あるが,セ ペ村 の

家族 と何 らかの血縁 関係を もつ例が多い。 コナは定住的でな く,居 住者 の変動が激 し

いが,各 コナの家屋景観 が雑然 と してい るの も,そ の反映 とみる ことがで きる。

　家族構成 と住まいかたを みると,セ ペ ・コナの場合2世 代(14),3世 代(4),1

世 代(3), .不明(1)・ 過 半 は2世 代であ る。

　夫婦,夫 婦 と子供(幼 児),未 婚 の男子,未 婚 の女子な どは,そ れぞれ寝室を別に

してい るが,廊 下(ベ ランダ)を 寝室 として利用す ること もあ る。

　 2～3家 族同居の場合 は,部 屋別にな り,高 床下の空間を活用 した り,別 棟 に小屋

を建 て るなど種 々の方策 をと って いる。

事 例1　 セヴ ェ リマ ブ ・コ ナ　 A家 。 屋根,壁 面 共 ニ ッパ ヤ シ葺 き,3.6×5.2mの 規 模 。1

室 型 で ウオ モ テエ(uwomot6e)と い う。 低 い ベ ッ ド1,カ バ ン2,木 箱1,ミ シン1,ラ ンプ1

が 家 具 。 床(カ ウテkaute)は 板 だ が 不 揃 いで 不 安 定。 パ ンダ ナ スを編 んだ マ ッ トを 一 部 に敷

いて い る。 床 高 は1.6・mで か な り高 い 。床 下 は2×1.8mの 台(パ タパ タ)と 机 が あ り,食 事 場

に な って い る。 窓 は奥 に1つ あ る。 セ ヴ ェ リマ ブ ・コナで は高 床(ア ボモ トabomoto)と 低床

図19セ ペ ・コ ナ(ダ ルー)民 家 間 取 り
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写真21付 属の小屋などは大部分1室 型(寝 室に使っている)(セ ペ ・コナ)

の一時的な小屋ガラティモ ト(garatimoto)の 区分があり,15戸 中9戸 がガラティモ トである。

　事例2　 セペ ・コナ　 A家 。主屋の屋根は切妻 トタン葺きだが,壁 面はニッパヤシ(ウ ェリ

weri)を 編んだものと一部にサゴヤシを使う。1・4　mの 高床式。規模は4・8×6.8　m.間 取 りは

寝室2と 居間1(廊 下 にあたる)。部屋の間仕切りは棟高3.lmの うち1.8mま でニッパヤシ壁

で上は空いている簡素なものである。窓は2面 に3つ あり木の開閉式(上 下)。 床下は未利用で

サゴ澱粉などがおいてある程度。各部屋にパ ンダナスを編んだマット(waku)を 敷 く。低いベッ

ド1,ド ラム1,机1,カ バ ン2,箱1,ミ シン1が 主屋にあった家具類である(図19)。

　主屋に隣接 して低床(47・cm)の ニ ッ7xeヤシ葺小屋がある。食事兼物置でミズヤ,木 箱1,机1,

カバ ン1,棚 にマット,ナ ベ類 　ランプなどが置いてある。 炉(momogo)は 主屋入口近い屋外

においてある。小屋の隣りにニッパヤシとサゴヤシを使った床高70cm,1室 間取りの小屋があ

図20ツ レ ツ レ ・ コ ナ の 民 家(ダ ル ー)
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る(写 真21)。 家族の就寝場所は,長 男夫婦と幼児,少 年がそれぞれ主屋の寝室を使い,両 親と

年少の子供は別棟の小屋を使っている。子供のうち3入 は看護学校や高校の寄宿舎にいるが,帰

宅した時は寝室③または居間(廊 下)を 使う。

　事例3　 ッレッレ・コナ　 K家,ニ ッパヤシ葺の屋根と壁面,7.5×5.6mの 規模,高 さ1.2m

の高床式。間取りは2寝 室1廊 下で,2寝 室の間に廊下がはさまっている。事例2と 共に標準型

といえる。居間兼用空間。窓は四面にあり,木 製上下開閉式。廊下は ミズヤ2,コ ンロ1,ラ ン

プ1,寝 室に木箱1,ミ シン1,カ ゴ1,カ バ ン1,低 いベッド1,棚 が3カ 所にある。間仕切

りはニッパヤシとパンダナス編みのものを使う。床下は利用しないが,別 棟の炊事兼食事,居 間

にも使う小屋がある(図20)。

　事例4　 パ ラマNo.1・ 屋根は トタン葺切妻型,ト タン壁で1.5mの 高床住居。6.5×6.5mの

四角い家だが,台 所と露夫めベランダがつく。間取りは3寝 室と1居 間+台 所で,梯 子をのぼっ

たところ(入 口)に2.2×2.5mの ベ ランダ(パ タパタ)が ある。部屋の仕切りはベニヤ板を使

っている。窓は四面にあり,ガ ラス開閉式(ル ーバー窓)で ある。パ ラマNo.1は 古いコナで,

市街地に近く,家 屋も市街地の洋風住宅に類似している。各寝室はパ ンダナス製マットが敷いて

あり,ベ ッド1,ミ シン1,カ バ ン2,紙 箱1,ド ラム1と 家具は簡素である。主屋の床下は一

部に低床の台があり,机 と椅子があって食事場に使っている。10人 家族である。別棟の小屋(オ

ルフナモ トoruhunamoto)は73　 cmの 高床小屋で,机,コ コヤシ削りが置いてある。物置き作

業場だが寝室にも使う。 トタン屋根の差掛け屋根の小屋は炊事場で炉(モ モゴ)が ある。

図21パ ラ マNo・1・ コ ナ の 民 家 間 取 図
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4・7付 　属　建　物

　　 4・7・1　 トレ ス海 峡 諸 島

　 19世 紀末 のHaddon隊 の調査で は,　 ト

レス海峡諸 島の主屋以外の建物 と して,地

床式の素朴 な小屋類が記載 されている。西

部諸島には,独 身男性用 のkwikwi-iut(高

床 式,ヘ ッ ドハ ウス。ロングハ ウス に類似)

やkwodが あ った[WILKiN　 and　HADDoN

l912:93-ll9]。

　現在 の トレス海峡諸島の住宅 は,洋 風熱

帯住宅が普及 してお り,屋 敷 もよ く整備 し

てあ る。屋敷の境界 はココヤシやアーモ ン

ド,ワ ンガ イ(野 生 のスモモ)な ど樹木 の

見通 し線を用 いている ものが多 い。屋敷 内

には樹木 が多 く,絶 好 の木蔭 を作 ってい る

例 もあ る。

写真22古 いコナの民家(ル ーバー

　　　 窓をもち部屋数 も多 くな

　　　 る)(パ ラマNo.1コ ナ)

　主屋 の他 に炊事棟,水 浴場,洗 濯場,食 器棚,倉 庫,便 所,天 水 タンクなどがセ ッ

トにな ってい る例が多 い。

　炊事場は洋風住宅 の場合,主 屋内に位 置す る ものが多い。炉 は古 い民家では主屋内

の土間にあ ったが,炉 で はな く,床 上で使 える薪 ス トーブ,現 在 ではガス レンジも普

写真23食 器棚,水 浴場(洗 濯場)(ス ー島)
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及 しつつあ る。

　スー島などに残 って いる伝統的住居 の場合,炊 事場 は別棟 にな って いる。

　洗濯場 は簡単 なココヤ シ壁で囲んだ ものか ら(ス ー島など),片 流れの トタ ン屋根や

コンク リー ト床 と貯水槽を もつ もの(木 曜島,ハ モン ド島など)な ど各種あ る。

　連邦資金住宅 などhigh　 blockの 家 で は床下 に洗濯場を設 けてい る例が多 い。 便所

はlm四 方 の箱型 の ものが多 く,内 部 は木製腰掛式であ る。 回転式洗濯干 し場 を もつ

家 もみ られ る。家畜小屋は,小 規模 な鶏小屋,豚 小屋などが あるが数 は少ない。

　　 4・7・2　 パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア南 西 岸

　パ プア ・ニ ューギニア 南西岸の マワタ で は主屋以外 に,物 置 兼 作 業 小 屋(sobo-

moto),炊 事 小屋(sobo-moto),コ コヤ シの葉で囲んだ水浴小屋(kuwa・moto),便

所,数 は少ないが豚小屋,鶏 小屋な どの付属建物 がある。家 によって不揃 いで必ず し

もセ ッ トにな っていない[松 本　 1980:133-183]。

　 ダル ー ・コナで は,各 コナによ って名称に微妙 な差 がある。炊事 小屋(ド ラムカ ン

半割 り屋根 また は片流れ,差 掛 け屋根 など),食 堂兼仕事場あ るひは寝室 に使 う小屋

を もつ家 が多 い。 他に食器 などを置 く棚,鶏 小屋(竹 または細 い木で作 る),便 所な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どがあるが,必 ず しも各家 に揃 って いるあ

写真24炊 事場(高 床下に簡単なド

　　　 ラム缶半割りに土を敷いた

　　　 炉をおく)(マ ダメ ・コナ)

で はない。 モモ ゴ(momogo)と よぶ移動

可能な炉(ド ラムカン半割 りに土を入れ鉄

棒を渡 した もの)を 小屋 の中に入れた もの

もあ るが,戸 外あ るいは床 下 に お いて 調

理する例 も多 い。マバダ ウ ア ンの よ うな

古 い コナの家で は,室 分 化 が 進 み,食 堂

(kirihomoto/kitutimoto)を もつ もの もあ

る。 しか し炊事は戸外 の炉(モ モ ゴ)で 行

うことが多 い。

　居住棟であ る主屋 と炊事棟を別棟 にす る

形式 は,わ が国で も僅かだが南西諸島に事

例 があ り,二 棟造 りとよんで いる。建物は

分 離せず相接 していて も屋根 は別棟にな っ

ているものや,差 掛 け屋根の炊事場まで加

えると,こ の形式 は東南 アジアか らオセア

ニアにか けてかな り広範 に分布 している。
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炊事小屋を別棟にする形式は東南アジアにもみられるが,オ セアニアのポリネシア

とミクロネシアに濃厚に分布 している。 トレス海峡地域で も古い形式は炊事場を別棟

あるいは戸外で炊事する傾向が強い。

　この別棟形式は,熱 帯,亜 熱帯地域において,炊 事場を分離 して暑気をさけたこと

や,建 築技術の問題なども大きな要因と考えられる。しか し火をめ ぐる問題は,諸 民

族の習俗か ら生まれたものであり,環 境や家政学的見地からのみの解明では不充分で

あろう。

4・8　 ロ ン グハ ウ スを あ ぐっ て

　 トレス海 峡地域 では,1家 屋に1家 族が居住 している場合が多い。多数 の家族が集

って1棟 の大家屋,い わゆるロ ングハ ウスの中で生活 して いる例 は,東 南 アジアやパ

プァ ・ニューギニアのフライ川河 口のキ ワイ島,セ ピック地方 の一部,西 イ リア ンの

ヘールフイ ンク湾な ど各地 に散在 してい る。その うち,東 南 アジアのボルネオ島には

現在で もロ ングハ ウスの分布 があ り,建 築構造上 も,居 住 の面か らも種 々の特徴 を も

っているので,す でに諸先学 によ って研究が行われている[FREEMAN　 l955:1-21;

GEDDEs　 l　954;佐 々木1970:135-141;ToKYo　 lNsTITuTE　 of　TEcHNoLoGY　 1977;

高 山　 1979:200-214;関 根 　 1979:54-107]。 な お,直 接 ロングハ ウスを扱 った も

ので はないが,G.　 Domenigの 研 究 が注 目される[DoMENIG　 1980]。

　 　 4・8・1　 キ ワ イ島 の ロ ン グハ ウ ス

　　　ハ ッドン隊 とラン トマ ンの調査資料を中心に

　 トレス海峡地域 で は,フ ライ川 河 口の キ ワイ島 の ロ ングハ ウスが,19世 紀 末 の

Haddon隊 の調査報告や20世 紀初期のLandtmanの 民 族誌 に詳 しく記載 されて いる。

この報告 の中に も,大 型の ロングハ ウスは次第 に少な くな り,数 家族だけを収 容する

小型の住居 が増 えて いることを指摘 している。現在 はほ とんど個別家屋に代 って しま

った。ただ フライ川デ々 タ地帯 に隣…接す るゴゴダラ(Gogodala)地 方 には ロングハ ウ

スが僅か に残 されている。

　 Haddon隊 の報告 やLandtmanの 民族誌[LANDTMAN　 1927:4-22]に よ ってキ

ワイ島の ロングハ ウスの特色を展望 してみ よう。

　 キ ワイ地域 のロ ングハ ウスには,(1)主 に 女 性 や 子 供 が 住 む 共同生活住居(com-

munal　 dwelling　 house,　 rd6to)と,(2)男 の家(men's　 house,　 darimo)の2種 類 があ

る。

　 共同生活住 居は高 さ1.8～2.Omの 杭 上家屋(高 床式)で,杭 の数は多い。
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図22　 @　 キ ワイ 島 イア サ のSoko-korobe　 clanの ロ ングハ ウ ス

　 　 rWILKIN　 and¶HADI)oN　 　1912:112]

⑮　キワイ ・ロングハウスの断面

　　 [WILKIN　and　HADDoN　 1912:

　 　 113]

ニ ッパ ヤシの葉片を二つ に折 り,同 じ葉 の中央 の折れ 目か ら切 りはな した中肋を ピン

として編む。 これを重ねて葺 きあげる。

　屋根 は僅か にアーチ状 とな り,高 床の杭 の上60cm以 内 まで葺 きおろ して いる。

　 ロングハ ウスの内部 は,　 中央に通路(motogabo)が あ り,両 側 の床 には粘土を敷

いた炉(mom6gu)が 並 んで いる。

　窓が な く,屋 内 は炉 の煙で いぶ され るが,蚊 を追払 うのによい らしい。

　各家族 は個別に炉を所有 して いて,各 世帯 の者 はそのまわ りに居住す る。各家族 の

部屋 は完全 なコ ンパー トメ ン トで な く,炉 の上 にある棚(d6do)が 仕 切 りの役割をは

た して いる。数戸の ロングハ ウスではサゴヤ シの中肋で作 った仕切 りを もつ もの もあ

るが,一 般 に屋内には っき りした仕切 りはない。

　床 にマ ッ ト(パ ンダナスを編んだ ものなど)を 敷 き,そ の上 で起居す る。

　切妻両側 の出入 口に加 えて側面 にも 出入 口があ る。Haddon隊 の報告で は,イ ア

　 ロングハ ウスの規模 は多様だが,オ ロモサプオ

には全長154mの ものがあ った。 非常 に長大な

家を もつ ことは村や クラ ンの誇 りであ った。建物

の各部分 はすべて籐で結んで いる。

　重要な柱(垂 直材)(saroま た はnゑro)は4

列 に並び小屋を支 えて いる。床材料 には特定 のヤ

シが使われてお り,質 が密で弾力性が ある。2つ

の重要な入 口は切妻 の両側 にあ り,一 方 の切妻 は

ブ ッシュの切妻,他 方 は海岸の切妻 とよんで いる。

屋 内で行われ る儀式 や踊 りの時 は,こ れにたず さ

わる人 々はいつ もブ ッシュの切妻側か ら入 り,海

岸 の入 口は死者の地 アデ ィ リ(adiri)の 方 向を象

徴 して いるとい う。屋根 はニ ッパ ヤシ葺 きである。
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サのロングハウス(85.5m×9.6　 m)は,両 端に2,海 岸側5,内 陸側2,合 計9の

出入口がある。

　男の家(darimo)の ない村では,時 に共同生活住居の一端または両端が区切られ,

独身男性の住む個室(taera)と なる。個室のない場合,若 い男性は共同生活住居の中

で割りあてられた場所か,別 の小屋で寝る。家の主要な部分はどちらか一端にあり,

そのクランの指導者はそこで暮す。また,い ずれの側面でも住居の中心にある部屋は

名誉を伴うとみなされている。

　男の家(darimo)は 共同生活住居と構造は類似しているが機能が異なる。男の中で

も特に独身男性が男の家(darimo)で 暮す。既婚男性はよく共同生活住居で寝る。男

の家(darimo)本 来の機能は儀式用である。各男の家(darimo)に かかわっている老

女以外,女 性 と子供は一定の踊りがおこなわれる時だけ男の家に入ることができる。

　各共同生活住居には単一の トーテ ミック ・クランが暮しているが,時 には2～3の

クランが同一 ロングハウス内で別々の場所に別れて居住 している例がある。

　男の家の建築は村の全住民が参加する作業である。数々の慣行があるため,経 験豊

かな老人が指揮をとる。とくに悪の影響を遠ざけ,儀 礼を営む畏敬の念をおこさせる

家にするため,終 始呪術を伴う。男の家(darimo)の 建築にあたっては,家 の中央右

側に彫刻を施 した大柱を立てることも重要な行事だし,成 人男子達が柱をかかえ,在

来の敵が住む村の方に向 って立つようにまわす。屋根が完成すると炉をすえる。建造

を指揮する老夫婦が,木 片に突き通すか,こ すりつけるか して,中 央の柱の前にある

最も主要な炉床に火をたきつける。その火は新 しくおこさねばならない。

　各 トーテム ・クランには,男 の家の一定区画が割りあてられ,そ の区画内の柱は何

本でも,そ のクランのものとみなされる。建築の諸段階で人々は敵を何人か殺 し,家

の一定の部分にその血をなすりつけるということである。その他,建 築過程で種々の

呪術が行われる。そして実在する2人 の創造者(老 夫婦)の 生命を犠牲にして男の家

は完成する。

　 ラントマンの調査時(1910年)に は,す でにこれらの諸慣習はほとんど行われてい

なかったが,彼 は男の家の神聖な儀式の場としての意義として,次 の2点 をあげてい

る。

　 (1)男の家darimoは,戦 に導 く不断の刺激を象徴 していたこと。(2)家の建築に呪術

を使うことは住人の福利に欠かせない。

　万一,新 しい家で病気がおこると,建 築中の手落ちが原因とされ,完 成したばかり

の家を取り壊し,新 たに建てることもあった。このことは呪術を正 しく行うことがい
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かに重要かを示 している。

　ダルー ・コナでの村人 の話を総合 すると,そ れぞれの本村には僅かだが1930年 代 頃

まで,ロ ングハ ウスが残 って いた らしい。例えばセペ ・コナの場合,本 村 のキワイ島

セペ村 には20以 上 ロ ングハ ウスがあ った(必 ず しも長大な ものばか りではない)。 そ し

て クランごとに別 々のロ ングハ ウスに住 んでいた。戦後は政府 の指導な どもあ り,急

速 に減少 してい った とい う。

　　 4・8・2　 ロ ン グハ ウ ス の分 布 を め ぐ って

　パプア ・ニ ューギニアで は,フ ライ川河 口のキワイ島をは じめ,フ ライ川畔に もか

つて ロングハウスが存在 した。ゴ ゴダ ラ地方 のバ リモか らア ラミア川を遡 江 したイサ

ゴ村(Isago)に は,現 在で も長 さ120　 mの 共同家屋が一つだ け残 っている。 その他

セ ピック地方の一部 や,西 イ リア ンのヘ ール フィンク湾な どに も大家屋 に多数の家族

が住 む例が あ った。

　東南ア ジァ地域につ いてみると,イ ン ドシナ半 島で はビルマのカチ ン族(Kachin)

が0.9～1.2mの 高 床,30mの ロ ングハ ウスで,壁 面,内 部 の仕切 りは竹が多 く使

われ る。カ レン族(Karen)の 場 合,伝 統的 には20～30の 家 族 か らなるロ ングハ ウス

が あ ったが,現 在はほとんどみ られない。ベ トナム南部のア ンナ ン山地 のモ ン ・クメ

ール語系 のセダ ン族(Sedang)も
,斜 面に高床 のロングハ ウスを もち,南 部のマ族

(Ma)に もみ られ る。 同 じモ ン ・クメール語 系で あるベ トナム ・カ ンボジア国境付近

の山地 に住む ノン族(Mnong)は,地 床式の ロングハ ウスだが,斜 面では一方が高床

にな って いるもの がある。 ラデ族(Rhade)も 高 床の ロングハ ウスである。 マ レー半

島北部 山間地域のセ ノイに属するテ ミール族(Temiar)は 小 規模な ロングハウスに住

むが,近 年減少 してい る[杉 本　 1971:147-191]。

　 島填部で は,ス マ トラのカu・ バ タ ックの慣習家屋 が高床式で,内 部 は4・8・12

の 偶数 の部屋的区分(ジ ャブ)が あ り,8つ の ジャブ(部 屋)が 一般的であ る[倉 田

J975:58-80]o

　 ボ ルネオには,ロ ングハ ウスの分布が顕著であ る。 と くにサ ラワクの陸ダヤ族,イ

バ ン族(Iban),カ ヤ ン族(Kayan),ケ ンヤ「族(Kenyah)の ものが建築 上 も大型 の

ものであ る。 サバで は,南 部 山地 に住む ムル ット族(Murut)が 高床 の ロングハ ウス

を もっているが,小 規模な もので,近 年減少 してい る。　 ドウス ン族(Dusun)の ロ ン

グハ ウスはクダ ッ ト(Kudat)に 僅 少分布す るのみである。 カ リマ ンタン山間部 に も

散在す るが,数 量的 にはサ ラワクに多 い。 ボル ネオにおける主要民族別の ロングハ ウ

スの特色を模式図 に したのが図23で ある。 ここでは筆者 の調査 したサ ラワクの イバ ン
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図23　 ボ ル ネ オ の ロ ン グハ ウ ス の 諸 タ イ プ(模 式図)

　 　 (a居 室,b廊 下,　c台,　d台 所)Lee,　 Miles,筆 者の調査資

　　 料により作成

族の ロングハウスを とりあげてみ る。

　東 マ レー シア,サ ラワク4区,パ ク ッ ト村。 ミリか ら密林地帯 に入 った シブチ川上

流にあたる。煙を あげ る焼畑 や二次林 もあ り,出 作小屋 もある。 ラワン材搬 出道路か

ら少 し入 った密林 のやや開 けた所 にある。長大な ロ ングハ ウスと4戸 の独立家屋 が集

落を作 ってい る。

　 ロングハ ウス は,長 さ150m,幅12m,露 台(tanju)を 加 えて17m。 木 材 を豊 富

に使 ってい る。屋根 もベ リア ン(belian:Eusiderox1lon　 zωageri)と い う硬 い木 の木片

(柿 葺)で 葺 いている。妻側 はニ ッパヤシ(ア タ ップ)と 割竹 を使 う。

　 イバ ン族の ロングハ ウスは,tanju(露 台),　ruai(廊 下),　 bilek(家 族 の居室,台

写真25　 ロングハウスの長大な廊下(ル アイ)。右側奥に各室(ビ レック)

　 　　 がある。(サ ラワク4区,パ クット)
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所),sadau(大 きい屋根裏)の4部 分か ら構成 され る。長 屋前面 に板を並べたtanJU

で は 洗濯物を干 した りしてい る。 ロングハ ウスの内部 は,ま ず6m幅 の廊下(ruai)

が あ り,板 と一部竹を使 ってい る。ruaiとtanj　 uの 間は板壁だが,上 部 は木組みの

格子 にな ってお り通風を よ くしてい る。廊下 は共通の利用空間で,接 客,作 業場,通

路で ある。来客 の時 は,こ こに敷物 を並べ る。居室に近い部分 は作業場であ る。 この

部分 は各家族の所有空間 だが,厳 密 さはない。廊下の端近い柱に欄縷が約10個 竹籠 に

入 れて吊る してあるが,現 在儀礼的 な意味 はない。廊下の奥 はbilekと よぶ各家族 の

居室兼寝室で,こ の棟 には41　 bilek・(ロ ングハ ウス右端の2bilekはruaiが 欠 け る

ので厳密 には39bilek),41家 族 が住 んで いる。

　入 口を入 った ところに台所 があ り,炉 を もつ。1室 は4×6mで あ る。イバ ン族の中

にはロングハ ウスに接 して別棟の台所(dapor)を もつ ものもある。 屋根 裏は巨大で,

sadauと よ び,物 置 として利用す る。 ロングハ ウスの居住人員 は,41家 族256人,単

独家屋4戸 の14人 を 加え ると270人 。 ロングハ ウスにつ いて は1家 族平均6.2人 と なる。

少数 の例だが単独家屋 の1戸 平均3.5人 に 比べ ると多 い。Freemanの 調 査[FREEMAN

図24　 ロングハウスの構造(サ ラワク4区 パクット)
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1955]で は,ロ ングハ ウスの多 くは10～20個(平 均約14個)のbilekに よ って構成 さ

れ,lbilekの 平 均人 口5.75人,ロ ングハ ウスcommunityの 平 均人 口60～120人 と な

ってい る。 したが って,パ ク ット・ロングハ ウス は相 当規模の大 きい ものである。

　 キ ワイの ロングハ ウスの場合,種 々の規模があ る。居住人員 に関す る資料はないが,

WilkinとHaddonの 報 告によれば[WILKiN　 and　HADDoN　 l　912:93-119],85.5m

×9.6mの ロ ングハ ウスに36家 族居住 してい る例 があ り,1家 族5人 として180人 余

と推定 してい る。

　 イバ ン族の ロングハ ウス(パ ク ット,1968年)で は,bilekに 住 む各家族 は,1世

代(2),2世 代(32),3世 代(7)で,核 家族を中心 と した形態が多 く(2家 族 が

lbilekに 住 む例 は1),直 系3世 代 までの居住が多い。

　 陸ダ ヤ族(Land　 Dayak)やIban族 に 関する諸研究によれば,ロ ングハ ウス居住

者 の婚姻後の居住 は,夫 方,妻 方のいず れ も自由に選べ る原則utrolocal　 residence

を もち,財 産 の相続 はbilekに 留 まる子供 がすべて平等 の権利 を もつ など,そ の家族

の居住,継 承の原 則には,双 系的な社会構成原理が顕著であ り,こ のよ うな性格を も

つ小 家族 のアパ ー トメン トの集合 した ものであ ることが明 らか にされてい る。パ クッ

トの ロングハ ウスで は,ほ ぼ中央 に首長のbilekが あ る。 ロングハ ウスの創設者の居

室(bilek)が 中 央部 を占め る傾向があ りロングハウスの住人 は創設者 の親族に よって

作 られるグループと双系的な親 族関係 によ って結ばれた ものが多 い。 また,Iban族

や 陸ダヤ族 のロ ングハ ウス は,親 族関係を もつ もの以外 の移住者を含む例 もみ られ る。

しか しサ ラワクの諸族以外の ロングハ ウスで は,ク ランに組織づ けられた人 々によ っ

て居住 している ものが多い[LoEB　 and　 BRoEK　 1947:414425]。

　 カ リマ ンタ ン(ボ ル ネオの イン ドネシアの領域)の ロングハ ウスは,バ リト川上流

部 の ンガ ジュ族(Nga(lju)な ど にみ られ るが,　Milesの 調 査[MILEs　 I　964:45-57]

で は,6家 族 か らなるロ ングハ ウスで,各 家族 は2入 の創設者 のどち らか と血縁 関係

を もってい る。創設者 は,2つ の大家族の首長であ り,財 産 をもった有力者 であ った。

移住者 は別棟の単独 家屋 に住 んで いる。　　　　　　　　　　　　　　 `

　 パ プア ・ニ ューギニアのキワイの ロングハウス(現 在 消滅)で は,ク ラ ン別に ロン

グハ ウスに住み,男 の家 の内部 もクランによる区画があ るなど,ク ラ ンとの結びつ き

が強力で あ った。

　 東南 アジアに分布 する ロングハ ウスについては,雲 南か ら南下 し東南 アジア島嶼 部

に伝播 したとす るみかたがあ る[LoEB　 and　 BRoEK　 l947:414-425]。 サバで は,ロ

ングハ ウスの減少が著 しい。 これは,海 賊行為 による混乱か らの防御 が ロングハ ウス
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建設 の要因であ り,19世 紀 末～20世 紀 に平和 の到来 と共に,Dusun族 のuン グハ ウ

スが消滅の道を歩み は じめた ことが,こ れを証明する とい う[LEE　 1965:90]。 サ

ラワクについて は,強 力な政府 が首狩 りを廃止 した ことによ って,村 を防衛す る手段

と して の共同家屋 の必要性がな くな ったとす る説があ る。　 これに対 してLeachは,

行 政の影響 の強 い陸ダ ヤ族 の地域で ロ ングハ ウス が多い ことか ら,こ の説に反論 し

[LEACH　 1950:68],ロ ングハ ウス とマ レー文化 との関係を強調 して いる。マ レー人

は独立家屋 に住 んで いるが,ボ ル ネオの海岸地域のマ レー人地域 およびその周辺 では,

ロ ングハ ウスの分割傾向や,小 型化 はある もの の,ま だ ロングハ ウス に固執 してい

るようであ る。 マ レー シア政府 による焼畑耕作民 な ど の 更 生 対 策 と して のFLDA

(Federal　 Land　 Development　 Authority)農 場 の1例(ミ リ近郊,ツ ル ク ・アブ ドル

・ラーマン農場)を み ると
,イ バ ン族36家 族が入植 して いるが,14室1棟 と,22室1

棟 の新 ロングハ ウスに住 んでいる。単独家屋 よ り住みやす い,慣 習上単独家屋で は不

便 だという。生活慣 習は,経 済生活が変化 して も容易 に変化 しない1例 であ ろう。 し

か しIban族 の青年 たちの中には,単 独家屋 に住む ことを希望す る者 も多 いのであ

る。

　パ プァ ・ニ ューギニア,キ ワイの ロングハウス消滅 の背景 については,行 政 による

部族 対立 の減少や指導 などが大 きな要因と して考 え られ る。ただ現在で もクラン的機

能 が村落生活面に も残 っているだ けに,ロ ングハ ウス消滅過程について は未解明な面

が多 く残 っている。

5.む す び

　(1)　トレス海峡地域の集落形態は,ト レス海峡諸島におけるキ リス ト教の伝来,布

教にともなう集落の再編成(集 住化→疎集村,列 村状形態)。 東部諸島の小村形態の

残存(そ の背景に種々の要因)が 明 らかになった。

　パプァ ・ごユーギニァ南西岸の集落は,広 場型集村形態を主とし,親 族集団と集落

形態とのかかわりがかなり濃厚である。メラネシア村落の特色をかなり明瞭に示 して

いるものが多い。ダルーに形成 された各コナの場合,親 族集団と集落形態との関係は

各コナによって差異があるが,本 村に比べるとかなり稀薄化 しているものが多い。

　(2)住 居については,Haddon隊 調査時(19世 紀末)に 近代的住居として,高 床住

居(杭 上家居)や,床 張り化,屋 根と壁面の分離独立,窓 のとりつけ等々をあげ,古

い伝統的タイプと連続しない点を指摘 している。19世 紀末以降の変化については,各
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構成要素別に考察 したが,要 約すれば,屋 根型の変化(寄 棟や素朴な切妻か ら切妻型

の優占),窓 の増加,地 床住居の減少(残 像形態はある),高 床住居(杭 上家屋)の 増

加,炉 の屋外への移動,屋 内床上での薪ス トーブか らガスレンジ(ト レス海峡諸島),

軒高の増加,屋 内室分化傾向(1室 型か ら2～3室+ベ ランダ:未 分化空間→多室化

へ)な どを示すことができる。

　(3)オ ース トラリア連邦,ク インズランド州に属する トレス海峡諸島の場合,白 人

の進出以降,洋 風熱帯住居の急速な普及があった。現在(1950年 代から)連 邦,州,

ミッションによる新住宅の建設によって画一化に近い村落景観を現出しつつある。

　パプァ ・ニューギニア南西岸の場合 も,近 年政府(N.H.　 C・)に よる新住宅の建設

が開始されているが,全 般に伝統的な居住様式が残存しており,ト レス海峡諸島とは

著 しい差異を示している。

　(4)高 床式と地床式,円 形住居,ロ ングハウスについては,東 西アジア,オ セアニ

ア(と くにメラネシア)地 域との比較を試みた。そしていくつかの居住様式の流れを

推察することができた。 しか しメラネシア地域については資料の疎密がある。例えば

ニューギニアの場合,中 央高地帯(山 岳地域)に 比べて,海 岸部の調査資料が少ない

し,資 料の空白地帯が広大である。

　筆者は先に東南アジアからオセアニア島嗅部(メ ラネシア,ポ リネシア,ミ クロネシ

ア)に 至る地域について,住 居関係資料の分布を中心とした整理を行い[杉 本　 1971:

147-191],広 域の住居を比較研究する第1段 階とした。今回の トレス海峡地域の住居

研究は,空 白地域を埋めて第2段 階への進出を試みたが,充 分とはいえない。

　⑤　本研究では,住 居の構成要素別の検討にかなり重点があ った。今後,東 南アジ

アからメラネシア,ポ リネシア,ミ クロネシアをふ くめた広域について,住 居型,集

落型と社会組織相互の関連や,こ れに民族の思考様式とのかかわりまで加え,2～3

の大地域類型の設定を考えることも必要である。それにして も,資 料を可能な限り渉

猟 し,体 系的に整理することは必須作業と考えられる。
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